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夕

序 文

熊本県教育委員会では、九州縦貫自動車道建設に伴ない、日本道路公団の委

託により、昭和50年度から昭和54年度にかけて松橋～八代問の埋蔵文化財発掘

調査を実施しました。

本報告書は、この間に実施した八代市の「興善寺遺跡」に関するものであり

ます。

興善寺は昭和35年に熊本大学松本雅明教授により調査され、法起式の伽藍配

置が復原されていたもので、自動車道はこの一隅および周辺を通過することに

なりました。調査の結果、築地の東南隅や周辺の関連遺構等が確認されました。

本書が、埋蔵文化財に対する認識と理解、さらに学術・研究上の一助になれ

ば幸いであります。

発掘調査の実施に当たりましては、日本道路公団当局の御理解と御協力をは

じめとして、調査指導の先生方、地元の方々からの御協力を賜りました。

ここに心からお礼を申しあげます。

昭和55年3月31日

熊 本県教育長井本則隆
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例言｜
,、本報告書は九州縦貫自動車道(松橋一

八代間)建設に伴い、日本道路公団の委

託を受けて熊本県教育委員会が実施した

八代市興善寺町所在興善寺馬場遺跡の発

掘調査報告書であり、熊本県文化財調査

報告第45集として刊行するものであるb

なお熊本県文化財調査報告第45集は、

興善寺廃寺関連の四郎丸・馬場・志水の

3遺跡の調査報告を収録するが、編集の

都合上、遺跡の一部が寺域内に包括され

ると思われる馬場遺跡を『興善寺I』と

し、寺域のそれぞれ北側と南側に隣接す

る四郎丸・志水の2遺跡を『興善寺11』

として分冊した。i

2調査は昭和52年3月10日から12月28日

まで実施し､引き続き昭和54幸度事業と
して、出土遺物の整理および報告書を作

成した。’
3．中世墳墓の発見に伴って、人骨の調査

を長崎大学内藤芳篤教授､松枯孝幸同教

窒噸蝋こi調査城
4に蕊熟i鰯準．≦笛
鴬三鷲駕蛎里菖
5驚撫毒一部に、
6本書の編集は、熊本県教育庁文化課で

行ない、野田が担当した・’

、



本文目次

第1章序説

1．遺跡の位置および環境………………………………………………………………………1

2．調査にいたる経過……………………………………･……………･……………･…………3

3．調査の組織………･………………………………･…………………･………………………3

4．発掘調査の経過………………………………………………………………………………4

5．興善寺廃寺の調査・研究史抄…………………･…………………･………………………・6

第2 章 遺 跡

1．遺跡の層序……………………………………･………･……………………………………・10

2．遺構…………………………………………………………･……･………………………･…11

（1）I区の概要．．……………………………………………･…………………………………11

（2）II区の概要…………………………………･･……………………･………………………11

1．築地状遺構……………………………………………………………………………16

2．井戸状遺構……………･……………･………･……．．…………………･……………16

3．中世墳墓群…………………………………………………･…･…………………･…21

4．掘立柱建物祉…………………………………………………………………………23

（3）111区の調査概要………･…･……･…………･…………………………･……･……………23

1．流路･……･………………………………………………………………･……………23

2．掘立柱建物杜．．…………･………………………･……･…………………………･…25

第 3章遺物

（1）軒瓦………………………………………………………･…………………………….．…27

1．軒丸瓦…………………………………………………………………………………27

2．軒平瓦……………………･………･……………………………………･……………35

（2）平瓦・丸瓦…………………………………………………………………………………38

1．平瓦・丸瓦の類別…………………･……･…………･………………………………38

2．瓦の出土状態……………………･………………………………………･…･………39

3．平瓦・丸瓦の観察………･…………･……………………･…………………………40

4．まとめ．…………･……･…………………･…………………………………｡．………45

（3）土器…………･……･……･…･…………………………………………･…………･………91

1．1区出土土器……………………………………･………………………………．．…91

2．11区出土土器………………………………･…………･………･……．．……………・94

3．111区出土土器……．．………………………………………………･…………………104

その他の遺物･……･……………･………･…………………………･………･……109

第4章調査の成果と課題……･……･……………………………………………………………･…135

1．寺院の建立まで………………………………………………………………………………135

2．寺域について………･……………………………･…………………………………･………135

3．出土遺物における二・三の問題…………………………………………･……･…･………136

4．軒丸瓦の製作技法…･…･……･………………･……･………………･………………………138



’

版 目次図

図版1(1)興善寺馬場遺跡遠景(東から）

(2)I区全景(北から）

図版2(1)Ⅱ区全景(南から）

(2)Ⅱ区調査風景(南から）

図版3(1)Ⅱ区五輪塔群

(2)Ⅱ区全景(南西から）

図版4（1）I区調査風景(東から）

(2)Ⅲ区調査風景(北から）

図版5（1）I区(1－5)遺物出土状態

(2)I区(1－5)遺物出土状態

図版6Ⅱ区全景(北から）

図版7(1)Ⅱ区遠景(北から）

(2)Ⅱ区遺物出土状態

図版8(1)Ⅱ区築地状遺構

(2)呈躍皆幡周辺の遺物出
図版9(')呈躍鯛周辺の遺物出

図版､耀蝋酬竺鰐
(2)器議撫東側い-4区）

図版'1仙呈呈礁”-5)布目瓦
’2)呈呈撫5Ⅱ-5)布目瓦

図版12(1)Ⅱ区瓦出土状態

(2)Ⅱ区瓦出土状態

図版13(1)Ⅱ区発掘作業風景

(2)Ⅱ区近景

図版14(1)Ⅱ区(J-12)瓦出土状態

(2)Ⅱ区(M－9）瓦出土状態

図版15(1)Ⅱ区井戸状遺構調査風景

(2)Ⅱ区井戸状遺構①(西から）

図版16(1)Ⅱ区井戸状遺構断面(A一A）
(2)Ⅱ区井戸状遺構内喋群

図版17(1)Ⅱ区井戸状遺構②

(2)Ⅱ区井戸状遺構③

①
②
③
④

態
態
態
態
態
態
態
態
士
骨
士
土
土
び

状
ｌ
辿
仏
Ｉ
い
い
Ｉ
朕
ｒ
朕
卜
い
状
Ｉ
僻
仏
Ｉ
状
‐
出
人
出
出
！
出
Ｉ
凧
降
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ

士
土
土
土
土
士
士
土
骨
墓
骨
物
骨
骨
態

態
態

伽
伽
洲
洲
洲
洲
伽
洲
瓢
腸
瓢
難
凱
鋤
①
鰍
②
③
土
土
状
状

僻
職
騨
繍
隣
騰
蝋
蹴
離
騨

版
版
版
版
版
版
版
版
版
版
版
版
版

図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図９

０
１
２
３
４
５
６
訂
銘
釣

腕
肺
脈
脈
肺
腕
肥
脈
版
版
版

図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図

鬼面文軒丸瓦

鬼面文軒丸瓦･単弁

均平唐草文軒平瓦

瓦
瓦

平瓦.丸瓦(平行叩き文I類）

平瓦(平行叩き文I類）

平瓦（〃Ⅲ類）

平瓦(平行叩き文Ⅲ類）

平瓦（〃Ⅳ類）

平瓦（〃Ⅳ類）



1.11区出土土器(土師器･須恵器･黒色土器）６
７
８
９
０
１

４
４
４
４
５
５

版
版
版
版
版
版

図
図
図
図
図
図

平瓦（〃Ⅳ類）

平瓦(格子目叩き文Ⅲ類）

平 瓦 （〃文Ⅲ類）

平瓦(部分格子目叩き文）

丸瓦(無文）

軒平瓦

０
１
２
３
４
５

４
４
４
４
４
４

版
版
版
版
版
版

図
図
図
図
図
図

11区出土土器（須恵器）

III区出土土器（土師器・須恵器）

Ⅲ区出土土器（須恵器）

111区出土土器(須恵器）

造瓦に関する痕跡

挿図目次

平瓦実測図(平行叩き文Ⅲ・Ⅳ類)…50

平瓦実測図(平行叩き文Ⅲ・Ⅳ類)…51

平瓦実測図(平行叩き文Ⅳ類)………52

平瓦実測図(平行叩き文Ⅳ類)………53

平瓦実測図(平行叩き文Ⅳ類)………54

平瓦実測図(平行叩き文Ⅳ類)………55

平瓦実測図(平行叩き文Ⅳ類)………56

平瓦実測図(平行叩き文Ⅳ類)………57

平瓦実測図(平行叩き文Ⅳ類)………58

平瓦実測図(平行叩き文Ⅳ類)………59

平瓦実測図(格子目叩き文Ⅲ類)……60

平瓦実測図(格子目叩き文Ⅲ類)……61

平瓦実測図(斜行格子目叩き文……62
縄目叩き文I．Ⅱ類）

平瓦実測図(無文)……………………63

平瓦実測図(無文)……………………64

平瓦実測図(部分格子文)……………65

丸瓦実測図(平行叩き文1．Ⅲ類)…66

丸瓦実測図(平行叩きⅣ類)…………67

丸瓦実測図(無文)……………………68

丸瓦実測図(無文)……………………69

丸瓦(無文)･土管実測図….…………70

特殊な手法をもつ平瓦………………71

須恵器坪蓋口縁部模式図……………100

須恵器高台付坪底部模式図…………102

’区出土土器実測図(土師器･須……，,4
恵器）

’区出土土器実測図(土師器･須……，15
恵器・黒色土器）

図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図

７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２

２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５

第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第

第1図遺跡の位置……………………………1

第2図鑑諭擢醤及び九州縦貫道……2
第3図興善寺廃寺伽藍復原図……･……･…7～8

第4図Ⅱ区P7－P8土層断面図……………10

第5図興善寺馬場遺跡調査区全図…………12

第6図Ⅱ区遺構分布図……･……………･…13～14

第7図Ⅱ区遺構断面図………………………15

第8図Ⅱ区築地状遺構実測図………………17

第9図Ⅱ区井戸状遺構実測図(1)……………18

第10図Ⅱ区井戸状遺構実測図(2)……………19

第11図11区中世墳墓配置図…………………20

第12図中世墳墓出土土器実測図……………21

第13図中世墳墓出土状態……．．……………22

第14図Ⅲ区遺構分布図………………………24

第15図Ⅲ区流路内遺物出土状態実測図……25

第16図Ⅲ区掘立柱建物群実測図……………26

第17図複弁蓮花文軒丸瓦実測図……………28

第18図騨謹蒜蓄丸瓦均正唐草文……29
第19図単弁蓮花文軒丸瓦実測図……………31

第20図鬼面文軒丸瓦実測図…………………32

第21図軒丸瓦周縁部実測図………･………・・34

第22図圏文軒平瓦実測図……………………37

第23図平瓦実測図(平行叩き文I類)………46

第24図平瓦実測図(平行叩き文I類)………47

第25図平瓦実測図(平行叩き文Ⅲ類)………48

第26図平瓦実測図(平行叩き文Ⅲ・Ⅳ類)…49



図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図

３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３

５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６

第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第

６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６

１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

》
一
黒
須
軸
》
》
》
》
》
黒

、
、
Ⅱ
″
ク
、
ロ
Ⅱ
〃
〃
●
●
Ｌ
、
１
Ｊ
″
、
、
Ｉ
〃
〃
、
１
１
〃
〃
、
１
０
″
ノ
、
１
０
〃
ノ
、
１
０
Ｊ
／
●

器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器

師
師
師
師
恵
恵
恵
恵
恵
師
師

土
土
土
土
須
須
須
須
須
土
土

く
Ｉ
く
く
く
く
く

図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図

測
測
測
測
ｊ
測
測
測
測
測
測
測

実
実
実
実
器
実
実
実
実
実
実
実

器
器
器
器
土
器
器
器
器
器
器
器

士
土
士
土
色
士
士
士
士
士
土
土

土
土
土
ｊ
土
黒
土
士
士
土
士
土
土
ｊ

出
出
出
器
出
・
出
出
出
出
出
出
出
器

区
区
区
土
区
器
区
区
区
区
区
区
区
土

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
色
Ⅱ
恵
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
色

図
図
図
図
図

４
５
６
７
８

６
６
６
６
６

第
第
第
第
第

Ⅲ区出土土器実測図(須恵器)………127

Ⅲ区出土土器実測図(須恵器)………128

Ⅲ区出土土器実測図(須恵器)………129

Ⅲ区出土土器実測図(須恵器)………130

Ⅲ区出土土器実測図(須恵質器)……131

弥生式土器．越州窯陶磁実測図･…･132第69図

３
４
９
０
１

３
３
３
４
４

７
８
９
０
２
７
８
８
９
１
１
２
３
３
４
５
５
７
８
１
２

１
１
１
１
１

８
８
８
９
９
９
９
９
９
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１

●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

旬
日
Ⅱ
一
『
Ⅱ
８
－
勺
Ⅱ
Ⅱ
《
勺
ロ
－
０
－
詔
Ⅱ
Ⅱ
《
毎
日
’
一
勺
‐
０
《
『
Ⅱ
Ⅱ
今
『
Ⅱ
Ⅱ
《
勺
Ⅱ
０
《
勺
０
０
ユ
毛
’
Ⅱ
冬

●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
①
●
●

●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

》
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
表
》
一
一
》
》
》
舟
亜
”

●
●
、
１
１
Ｊ
夕
、
Ｉ
ｊ
Ｊ
〃
、
、
１
″
″

“
”
Ｉ
Ⅲ
Ⅲ

二
法
ｌ
法
法
Ｉ
』
三
鱒
躍
詠
》
遥
震
熟
Ⅲ
繭

”
”
技
技
技

》
》
図
図
図

図
》
式
式
式

》
》
》
一
計
測
量
量
》
較
一
腕
》
》
》
比
》
表
杯
一
一

測
》
模
模
模

一
一
》
》
器
計
法
法
表
比
表
。
表
》
》
量
表
較
付
》
表

実
図
法
法
法

鋤
認
識
諦
誕
淵
需
需
部
瀧
捌
銅
部
搾
椎
搾
翻
識
謡
娠
毒
榊

器
測
技
技
技

磁
実
作
作
作

陶
盤
製
製
製

察
察
察
察
土
蓋
恵
恵
琢
琢
琢
高
琢
皿
蕊
師
師
恵
恵
比
盤
恵

・
円
瓦
瓦
瓦

観
観
観
観
出
器
須
須
器
器
器
器
器
器
器
土
士
須
須
量
円
須

器
製
丸
丸
丸

瓦
瓦
瓦
瓦
区
恵
区
区
恵
恵
恵
恵
恵
恵
師
区
区
区
区
法
製
区

瓦
瓦
軒
軒
軒

丸
丸
丸
丸
１
須
Ⅱ
Ⅱ
須
須
須
須
須
須
土
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
瓦
Ⅲ

図
図
図
図
図
次
表
表
表
表
表
表
表
表
表
表
表
表
表
表
表
表
表
表
表
表
表

０
１
２
３
４

２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２

７
７
７
７
７

２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４

第
第
第
第
第

第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第

表 目

表
表
表
表
表
表
表

１
２
３
４
５
６
７

第
第
第
第
第
第
第

地区ごとの瓦出土数比較表…………

模骨痕の有無……･…………･………．

糸切痕の有無…………･…･……….…

粘土継目の有無･………･……….……

平瓦の分割角度……･………･…･……

平瓦布目経緯比較表…………………

平瓦観察表(1)…………………………

39

40

41

42

43

44

72

第8表平瓦観察表(2) 73

第9表平瓦観察表(3) 74

第10表平瓦観察表(4) 75

第11表平瓦観察表(5) 76

第12表平瓦観察表(6) 77

第13表平瓦観察調7） 78

第14表平瓦観察表(8) 79

第15表平瓦観察表(9) 80

第16表平瓦観察表(10 81

第17表平瓦観察表(11） 82

第18表平瓦観察劃2） 83

第19表平瓦観察劃3 84

第20表平瓦観察表(14） 85

第21表丸瓦観察表(1) 86



第 1章序説

l遺跡の位置および環境

興善寺廃寺は熊本県八代市興善寺町字馬場に所在し、八代市の市街地より北西に約9km、八

代平野のほぼ中央部に位置している。
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第1図遺跡の位置

八代平野は球磨川および下流分流の日置川、前川、南川、さらに平野の東側を限る山地から

は、北から谷合川、北部田川、砂川、吉野川、氷川、瀬戸口川、弥靭川、岡谷川、渡場川、大

谷川、水無川､､敷川内川、大坪川、汐鶴川などの大小河川によって形成された複合三角洲であ

る。寺院杜は渡場川の開析作用によって形成された小規模な扇状地の先端部に立地し､今回調査

を実施した興善寺馬場遺跡は、この扇状地の中央部すなわち寺院跡の東側に隣接した一帯を指

し、また寺域の一部を包括する遺跡の総称である。

八代平野の干拓はこれらの河川の運ぶ多量の土砂によって自然に陸化した三角洲を基礎とし

1



第2図興善寺馬場遺跡及び九州縦貫道関連遺跡

●興善寺馬場遺跡

1．立神ドトク遺跡5．平原野中遺跡9．興善寺志水遺跡

2．平原瓦窯祉6．玉泉寺古墳群・古塔碑群10．車塚古墳

3．野寺遺 跡7 ．清 水古 墳群11．川田京坪遺跡
4．境遺跡・墳古墳群8．興善寺四郎丸遣跡12．川田小筑遺跡’

2

三



て推し進められたが、その大部分は慶長年間以降の開発によるものである。したがって古代八

代平野の山麓線からの巾はわずか約1.5kmで､現在の八代平野の約30％にみたない狭小な平野で

あった。したがって、八代平野における先史古代遺跡の立地は、こうした河川の活動と三角洲

の自然陸化現象に密接な関連をもっていたものと思われる。

興善寺は従来より、奈良朝後期に八代郡寺として創建され、寺域167m四方の法起寺式の伽藍

配置をもつ当地方最大の寺院と考えられてきた。今は寺域内に天台宗末寺明言院と称して狭い

境内に本堂を残しているにすぎない。境内には、塔の心礎や礎石が残り、付近一帯には屋根瓦

や土器類が数多く散布するが、往古の栄華は偲ぶよしもない。

2調査にいたる経過

熊本県教育委員会では、九州縦貫自動車道鹿児島宮崎線建設計画に先立ち、昭和46年度国庫

補助事業として、松橋一八代間の文化財関係分布調査を実施した。その報告（『文化財分布調

査報告書』）によると、33遺跡が確認され、八代興善寺町字馬場および志水にかけてを興善寺

跡として一括して記載されている。その後路線は、寺域の南東部コーナーを南北に通るルート

が決定され、昭和52年、日本道路公団の委託をうけ熊本県教育庁文化課が調査を実施すること

となった。なお遺跡の範囲が南北に長く、面積も広いため小字界によって区分し、寺域に近い

地区を興善寺馬場遺跡、南側を興善寺志水遺跡と呼称することとした。のちに興善寺馬場遺跡

の北側一帯にも遺物の散布を確認したため、この地区を興善寺四郎丸遺跡と呼称した。したが

って本来的には別個の遺跡として区切ることは困難であり、いわば興善寺廃寺関連遺跡群とい

った性格のものであることを明記しておかなくてはならない。

3調査の組織

発掘調査は熊本県教育庁文化課の直営で実施し、調査の組織は下記のとおりである。

調査主体

調査責任者

調査総括

調査員

熊本県教育委員会

岩崎辰喜（文化課長）

境信三郎（元文化課長）

合志太助（元文化課長）

隈昭志（文化課文化財調査係長）

野田拓治（文化課学芸員）

倉原謙治（文化課調査員）

3



調査指導

人骨調査

調査事務局

整 理

調査協力

松本雅明（熊本大学文学部名誉教授）

白木原和美（熊本大学文学部教授）

三島格（元福岡市立歴史資料館長）

甲元真之（熊本大学文学部助教授）

小田富士雄（北九州市立歴史資料館長）

内藤芳篤（長崎大学医学部教授）

松下孝幸（同助手）

田辺宗弘（文化課長補佐）

真弓袈裟勝（元文化課長補佐）

前田利郎（元文化課長補佐）

村上孝司（文化課管理係長）

松本巽（元文化課管理係長）

上野辰男（文化課主幹）

日本道路公団福岡建設局（松橋工事事務所）

八代市教育委員会

日隈正道（明言院住職）

中山清美（熊本大学文学部研究生）

池田栄史（国学院大学学生）

森山栄一（国学院大学学生）

中原幹彦（国学院大学学生）

4発掘調査の経過

受昭和46年度に実施した九州縦貫自動車道（松橋一八代間）文化財関係分布調査を受けて、昭

和51年4月日本道路公団と熊本県との間に、文化財調査に関する委託契約が締結された。翌昭

和52年3月6日、調査担当者で調査予定地を踏査する。3月9日、熊本県文化財収蔵庫から

調査器材を現地に運搬した｡翌,旧現地での調査を開始した｡まず調査地の現況を|写真で記
録し、早速地形測量を開始した。作業は断続的に継続し、完了したのは4月5日であった。

に鯛巨撫獣鯛W空淵噸競蝋麓鰯
まれて、作業は難行した。3月22日、何ら成果をあげることもできぬままにグリッド法による

調査を一応中断し、地形等を考慮したトレンチを新たに2ヶ所（I－B、I－C）に設けた。

4月15日､さらに2ヶ所(I-D､I-E)を面的に拡げる作業を続けたが､やはり特筆すべ



き成果をあげることが出来なかった。しかし各地区の表土層および厚く堆積した土砂からは土

師器、須恵器、瓦、瓦器などが出土した。4月27日、この地区の調査を一応中断して、次のⅡ

区へ移動した。

4月28日～5月16日。Ⅱ区の調査を開始した。調査地区には建物の基礎・廃材等が散乱して

いたため、重機等でこれらを取り除いた。まず全体を4区に分け発掘を開始した。調査地区は

明治末年頃宅地として造成されたもので、東半分を切り取り、西半分は盛土され、西端は石垣

が築かれていた。発掘は硬くつき固められた盛土と、無数の撹乱により難行した。5月16日、

Ⅱ区の調査を一応中断し、Ⅲ区へ移行した。

5月16日～10月3日、Ⅲ区の調査を実施した。Ⅲ区はⅡ区より約10m低い蜜柑畑で、調査区

の東側に沿って南北方向のトレンチを設定した。トレンチ北側に東西方向に走る溝状の遺構を、

さらにその周辺部に柱穴群を検出した。溝状遺構には､土師器･須恵器などの日常雑器類に加え

て、瓦なども出土した。淘犬遺構は人為的な遺構ではなく、むしろ自然流路の一部と考えられ

た。また、流路に一部重復して掘立柱建物杜を検出した。10月3日には、この地区のすべての

作業を終えた。

10月5日～11月10日、再度Ⅱ区に移動して調査区の掘り下げを開始した。4月～5月段階で

の調査はⅡ区の北側を中心に発掘を行なったが、特筆すべき成果を上げることが出来なかった。

しかし昭和34年の松本雅明氏らの調査によって復元された興善寺廃寺の伽藍配置によれば、築

地線南東部コーナーがⅡ区の南西部にあたっていて、この復原が正しければ、何らかの遺構が

残存するものと思われた。松本氏の復原図をもとに、特にⅡ区の南西部を中心とした調査を継

続した。10月25日にはトレンチの下部に布目瓦や土師器・須恵器を多量に含む包含層を確認し

た。地表面から包含層上面まで最大約2mを測り、大半は宅地を造成する際の盛土であった。

まず機械を使用してこれらの盛土を除去した。さらに全体に1m四方のグリッドを設定して包

含層の掘り下げを行なった。10月24日～28日、長崎大学内藤芳篤教授に中世墳墓の調査を依頼

した。Ⅱ区の調査を再開して1ヶ月が経過した11月15日、ついに築地状遺構を発見した。さら

に井戸状遺構等を検出し、調査区の様子がほぼ把握できるようになった。

11月11日～12月10日、各遺構の発掘をほぼ終えて、実測作業を開始した。特に築地状遺構の

西側一面に出土したおびただしい量の瓦や土器類は、一時期の包含層中に出土したもので、包

含層はさらに南側に隣接するⅢ区の流路へ連続していることを確認した。また、西側の傾斜面

にも確認され、調査区外へ続くものと思われた。

12月11日～28日、各遺構の実測および調査区全体の実測を行なった。実測作業を終了したの

は28日午後5時を過ぎ、遺物の取り上げを行ない、発掘のすべての作業を終る頃には、あたり

はすでにくらやみと化していた。はるか遠くには八代の市街地であろうか無数の光線が夜空を

突き上げていた。

5



5興善寺廃寺の調査。研究史抄

興善寺廃寺は、旧八代郡竜峯村大字興善寺字馬場に所在するが、この地名も興善寺に由来す

るものである昭柵年…竜峯村些八代市の合併に…八代市興善寺町些改雛れ現在に至っている。

興善寺に関する文献のうち古代のものについては皆無である。当時を物語るものと'しては、

現在の明言院に本尊としてまつられている木造毘沙門天立像（国指定重要文化財）が古い興善

謙二糊蝋蝋:鰯?淵鴬臓憲霊室鱒
きない。

「肥後国誌」には

殆捌高倉帝治承二年小松内府重盛領国時肥後守貞能代官国中轍鴬
是其一也。重盛位牌当寺廃迩観音堂有。其銘小松内府浄蓮大居士有、リ王泉寺禅二見ﾙ堂

能墓亀鱈f寵蝋鱒纂震鮒蝋三警獅皇
名和・相良氏の援助をうけつつ、天正末頃、小西行長領地の時に焼亡したと伝えている。又｢肥

繍倉漁巽鯉蛎驚蛎顎本尊呼手縄笥厳
昭和34年、竜峯村は八代市との合併に先立ち村史の編纂を立案し、この事業の一環'として、

興善寺廃寺の発掘調査が実施された、報文によれば、遺跡付近の地形や残存する礎石'などから、

法起寺式の伽藍を想定して寺域内の数綜所にﾙﾝﾁを設定した｡この結果①中門|祉職
されるA地点における建物の基壇とみなされる粘土層からなる人為的遺構の検出、②金堂の南

辺にあたるB地点で基壇端の石敷の一部とみられる遺構が検出された｡③講堂の西端'にあたる

C地点でB地点同様の石敷が検出され､石敷は粘土で打ち固められていたが上面は不整で軒下
の雨落ちとは考えられず、基壇の端を固めるための地下の遺構と推定し、同時に礎石'の根石列

らしきものが検出された。④また講堂の中心より北よりのD地点で礎石の根固め石が'1ヶ所で

検出された｡霞た講堂及び僧坊推定地は発掘終了後に､蜜柑を植樹する際に､講堂'81ヶ所､僧
坊5ケ所について礎石ないし礎石の根石らしい遺構を確認した。この結果、講堂は間口5間（唐

尺12．14．14．14．12尺)､奥行4間（唐尺11．12．12．11尺)｡僧坊は間口6間（唐尺10尺)､奥

行3間（唐尺10尺）の規模を有していたことを推定している。

以上の‘点および講堂僧坊の復元胡に塔心礎の存在些塔杜の推定南大門杜|に推溢
6
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れる地点より多量の瓦が出土する事実などから、寺院のプランは、正しい規格で築造されたと

仮定すれば、寺域は167m四方すなわち唐尺570尺になると結論づけている。またこうした調査

により、従来八代郡の郡家を小川町の正院（正倉院）付近に求める説を踏襲しながらも、興善

寺廃寺こそ八代郡の郡寺と考え、なお郡家と郡寺がかなりの距離をもって位置している理由を、

山地が海にせまり南北に細長い八代平野の地理的特殊性によるものであると説明している。す

なわち、郡の正税を納める建物群である正倉院は、古代の八代平野にあっては必ずしも1ヶ所

とは限らず、2ないし3ヶ所に分散されていた可能性を指差したのである。
註l

なお肥後国内における駅馬・駅路については、『延喜式』（新訂増補国史大系)、『和名抄』、

『駅路通』等に記載されているが、これらの駅名にはかなりの文字の異同が見受けられる。特
註 2

に球磨駅以南では、豊向－片野一朽網一佐職一水俣一仁主とつづく幹線と、球磨駅から西に長

崎駅（宇土郡不知火町大字長崎付近）－高屋（宇土郡三角町波多付近）に達し、さらに天草諸

島・島原半島を経由して肥前への連絡路とする説と、高屋駅を八代郡竜北町高野道付近と考え、
註3

豊向駅と片野駅との中間に置こうとする説とがある。特に片野駅は球磨川河口北岸の八代市上
註4

片町・東片町・西片町付近と考えられ、興善寺廃寺の南西約3kmの地点に位置している

註1．松本雅明『竜峯村史』および『熊本県文化財調査報告第1集』1961年3月

註2．これらを比較すると以下のとおりである。

おおむつみ とり

『延喜 式 』 （ 駅 馬 ） 大 水 江 田 坂 本二重鮫票高原蚕養球磨長崎豊向高屋
新訂増補国史大系本．、

片 野朽 網佐 職水俣仁主

『延喜式』
旧本

( 伝 馬 ） 大 水 江 田 ・ ・
●●

片野朽網佐色水俣

高原蚕養球磨・豊向

大水江田坂本三重鮫高扇原蚕養球磨長崎豊向高屋

片 野 朽 網 職 水 俣仁主

『和名抄』高崎本
道路類・駅名

大水江田坂本二重鮫粟高原蚕養球磨長崎豊向高屋
●●

片野朽網御職水俣仁主

『駅路通』 大水江田坂梨二重鮫票高原蚕養球磨長崎豊向高尾

片野朽網

註3．木下良『古代日本の交通路一肥後国一』藤岡謙二郎編1979年

註4．志方正和「駅馬・伝馬・峰」『熊本県史』（総説編）1965年
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第2 章遺 跡
②

Q4

９
１
１
１
１
１
１
【
層
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つ
。
＠
【

l遺跡の層序

’調査地区全体は急な傾斜面で大半が蜜柑畑となっている。発掘

前における表土層は蜜柑畑を開墾する際にかなり動いている。特

に深掘りしたA－Iグリッドでは、表土層は砂喋を多く含み厚さ

は約45cIn～50cmで、やや西側に傾斜している。第2層は石灰岩や

砂喋を多く含む暗褐色土層で、地表から約4.5mの面まで掘り下

げたが分層困難で、さらに続くものと思われた。したがって第1I

層は厚さ4mまでを確認したにとどまった。

第1層は、各時期の遺物が含まれているが、特に江戸時代後半

以降の遺物を多く包含する土層である。

第Ⅱ層は、ほぼ全体に大小の石灰岩を多量に含み、この間の黒

褐色土層中には奈良時代～室町時代の遺物を確認した。上部から

下部に至るまで、各時期の遺物が混在しており、少なくとも室町

時代以降の再堆積土層であり、いわゆる山津波のような自然的要

因によるものであろうと考えられた。I－B，I－Cグリッドに

おいても1－Aグリッドと同様の状況であり、第Ⅱ層が極めて軟

弱で、災害防止の観点からも必要以上の掘り下げは行なわなかっ

た。

Ⅱ区南側に設定したB－1トレンチ（東西19m巾1.5m）で､こ

の地区での層序を最もよく観察できた。

Ⅱ地区全体は民家跡（旧村上氏宅）で、発掘前の地表はほぼ水

平面を保っていた。基本層序は、第1層表土（腐植士)､第Ⅱ層黄

褐色粘質土（宅地として造成する際の盛土)､第Ⅲ層暗褐色土、第

Ⅳ層黒色土、第V層黄褐色粘質土、第Ⅵ層暗褐色砂質土、第Ⅶ層

赤褐色土（地山）である。，

第1．Ⅱ層は、宅地の造成が旧地主村上氏によると明治35年頃

ということで、両層ともこの時期以降の土層であることは確実で

ある。第3層はA－1第2層とまったく同一の土層で、ここでは

、
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比較的小型の石灰岩を多く含み、奈良時代～室町時代の遺物を多く包含している。やはりA地

区同様、自然的な要因による再堆積土層である。このトレンチ内で検出した土拡墓は、この層

より掘り込まれたもので、土坑下面は第V層に達している。第Ⅳ層は多量の布目瓦・土器類を

包含する奈良時代後半期の土層で、本遺跡の中心をなす包含層である。第V層は包含する遺物

と遺構の関係から、削平・盛土によって形成された整地層で、やはりその形成時期は奈良時代

後半期である。第Ⅵ層は古墳時代の遺物を包含する土層で、この土層は部分的にしか確認でき

なかった。第Ⅶ層は地山層で西側に向かうにしたがいゆるやかに傾斜している。

C地区も基本層序はB地区の場合と同様であった。

2遺構

I区の概要

I区は竜峰山に源を発す渡場川が運ぶ多量の土砂により形成された扇状地のほぼ中央部に位

置している。先に「遺跡の層序」の頃（第2章第1節）で述べたように、渡場川の通常の活動

に加え、数度にわたる大規模な山津波的現象により、厚い土砂に覆われていた。第4図に示し

たように、1－A、I－B，I－Cの各トレンチ、およびI－D、I－Eを面的に拡げて遺構

等の検出作業を実施したが、人為的な遺構は皆無であった。なお以上の各トレンチおよび各調

査地点から出土した主な遺物は、第14図及び第15図のとおりである。

Ⅱ区の概要

Ⅱ区はI区の南西側に隣接し、東西・南北とも約350m四方の民家の跡地（九州縦貫道建設

に伴い移転解体。図版2）である。建物解体後、屋敷内に散乱する廃材等を処理したのち、調

査地区内を4地区に区分し掘り下げた（図版3の(2))、しかし宅地を造成する際の厚くしかも硬

い盛土に覆われていて人力による掘り下げは困難を極めた。その後機械力により盛土の除去作

業を行ったが、Ⅱ区北側部分は包含層が完全に削平され地山面にも何ら遺構を確認することが

出来なかった。一方南側では、Ⅱ区P7－P8部分の深掘りにより盛土下部に遺物包含層を発

見するに至って、第4図のような1m四方のグリッドを設定した。

グリッド名の呼称にあたっては、第5図に示したとおり縦軸を北側からA・B．C～U、横

軸を東側から1．2．3～22の順に呼ぶことにした。各グリッドはそれぞれ任意に振り下げを

行ない、最終的には全面発掘に至った。その結果、築地状遺構、掘立柱建物靴、井戸状遺構、

中世墳墓および築地状遺構に関連すると考えられるおびただしい量の布目瓦や須恵器・土師器
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などを検出した。

なお第5図に示した遺構のうち、井戸状遺構は第3図におけるⅦ層中で、他の遺構はすべて

V層上面において検出したものである。

築地状遺構（図版8の(1)・第3図・第7図）

築地状遺構はⅡ区の中央から南よりの地点で検出した。2条の溝とこれに囲まれた土塁状の

遺構からなり、東側の溝は長さ約4.7m、巾0.64～0.95m，西側の溝は長さ約4.8m、巾0.84～

1.10mさらに溝の中軸線の方位はN－21o－Eであった。溝はV層上面で確認し、基底部は一

部Ⅶ層に達していた。溝の断面形は一定しないが、おおむね丸味をもった逆台形を呈している。

溝に囲まれた土塁を縦方向に切断した第7図P5－P6では、各層ともP5からP6に向って、か

なりの傾斜をもっていて、P5から1.53mの地点でⅣ層が、さらに3.5mの地点でV・Ⅵ層がい

ずれも消滅している。したがって溝の基底部も北側に移行するに従って序々に浅くなっており、

幾たぴかの土地造成により削平消滅したもので、本来はさらに北側へ続いていた可能性が強い。

一方第3図は、Ⅱ区の横断面における層序と築地状遺構との関連を示したもので、これによる

とⅦ層（地山層）は山側のP7より約2.5mの地点で段差を生じ、さらにこの地点より平野側で

は、3ないし4枚の土層が互層となって堆積している。V層は強くつきかためられて黄褐色粘

質土Ⅶ層と極めて類似していることから、Ⅶ層を主成分とする再堆積土と考えられる。Ⅵ層は

砂質土で、出土遺物から古墳時代より奈良時代初頭にかけての包含層と考えられる。すなわち

V層は削平・盛土によって形成された整地層であり、築地状遺構も整地の際かあるいは整地後

に構築されたものであろう。

築地状遺構およびさらに西側一帯を中心として出土したおびただしい量の瓦や土器類は築地

の土塁部分を構築する際に、意図的に敷き込んだものか、何らかの原因により土塁の崩壊とと

もに流れ出て散乱したものと考えられる。第7図P1－P2で確認したとおり、土塁のほぼ中央

部には藤とともに平瓦の大形破片が密に敷きつめられた状態で残存していることも、こうした

仮設を裏付ける根拠の一つとしてあげることができる。また、これら士塁上に残存した瓦を中

心としてかなり厚く焼土が残っており、瓦自体も二次的な火を受けてかなり焼土化していた。

瓦の状態や出土状況の観察から、現位置でかなり強く火を受けたものと推察された。興善寺は

『肥後国誌』によると、平安時代終り頃焼失したと考えられているが、もしこのことが事実で

あれば、焼失の事実および年代を裏付ける上で重要な発見といわなければならない。

井戸状遺構

Ⅱ区築地状遺構北端からさらに北に約4.5m、すなわちD－8区を中心とする地点に井戸状遺

構を検出した。当初のD－4区からD-12区にかけて設定した巾50cmのトレンチによって確認

したものである。遺構は南側と西側の一部を撹乱されていたが､全体的なプランは南北約3．0

m、東西3.7mで、やや東西に長い楕円形を呈している。遺構はⅦ層上面で確認された（第8図）
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もので、おそらくⅥ層のある面から掘り込まれたものであろう。切り込み面の最も高い部分か

ら土墳基底部までの深さは約1.伽を測った。土塘上面はかなり削平されているので旧状は1.0m

以上の深さがあったものであろう。

土塘は2段に掘り込まれていて、土壌内埋土は第9図のとおり、1～7の各土層の堆積状況
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を観察できた。1層は黄褐色粘土層でV層と極めて類似している。2．3層は黄褐色土層で特

に2層は1層と同じ粘土がブロック状に混入している。4層もやはり黄褐色を呈する粘質土で、

1～3層に比較するとかなり腐植‘性を増している。5層は暗褐色の砂質土のブロック状堆積層

で、4層の残位層である。6層は黒褐色粘質土層で、大小の角喋（石灰岩・花商岩）からなる

石組みを検出し、下部は7層から土壌基底面にまで達していた。

土塘内の石組みは、南側の一部を除くとほとんど旧状をとどめておらず、石組みの崩壊によ

り石材が井戸内に落ちこんでいた。崩壊した石組み内には土師器（第19図49)､須恵器（第19図

50．51．52）とともに、猪（図版20の(1))､馬歯（図版20の(2))、さらに鹿下顎骨などの骨が出土

した。遺物はすべて石組み中央に集中し、上層の1～4層には土師器・須恵器の細片が少量含

まれていた。特に石組み中央の6層から出土した須恵器j不および土師器小形丸底土器がこの遺

構の埋没した時期を示しているものと考えられる。
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第11図II区中世墳墓配置区
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中世墳墓群

Ⅱ区のM～N-14～16区の範囲内に3基の土墳墓を検出した。

1号墓

N－16区から0－16区およびN－17区の一部にかけての地点で

検出した。人骨の保存は比較的良好であったが、墓塘の基底部は

Ⅳ層下部でV層に達しておらず、したがって墓塘の形状を確認す

ることが出来なかった。埋葬法は頭を北側に向けた左側臥屈葬で、

上腕骨直下に土師器糸切り皿1点が副葬されていた。被葬者は付

論1の所見から熟年女'性と推定される

2号墓

M－15区からM-14区の境に検出した。墓塘を確認した地山面

（第V層）での平面形は、長径0.73m、短径0.71mのほぼ正円形

で、深さ最大0.15mを測った。墓壌の中央部に棺を安定させる為

の砂岩角喋3個をほぼ面をそろえて置いている。

埋葬法は頭部を北に向け四肢骨を強く折り曲げた座臥屈葬で、

大腿骨直下に土師器糸切り皿1点、同小皿2点の計3個体副葬さ

れていた。以上の土器のうち3．5はほぼ配石に密着した状態で

出土したが、土器の下面に板状の木質片が付着していた。また4

は配石上面のレベルより、さらに低い位置から出土したが、これ

は棺の腐食に伴って下部に落ちたものか、あるいは当初から棺外

に副葬されていたものであろう。以上の調査所見から、棺は桶状

のものを使用していたものと考えられ、規模も墓塘の大きさおよ

び人骨・副葬品の出土状況から、桶の底径が約60cm程度のもので

あったと考えられる。

なお被葬者は付論1の所見から熟年男性と推定される。

3号墓

2号墓の北東部に隣接したM-14区からN-14区にまたがる地

点に検出した。1号墓の場合と同様の状況により人骨の保存は良

好であったが、墓塘は確認することが出来なかった。埋葬法は頭

部を北に向けた右側臥屈葬で、上腕骨直下に土師器糸切り皿1個

体が副葬されていた。
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被葬者の性別・年令は付論1の所見よりり熟年男'性と推定されている。

以上各墳墓より出土した人骨に関する詳細については付論「興善寺馬場遺跡出土の中世人骨」

を参照されたい。

掘立柱建物祉（第16図）

I区の南西部隅、すなわち前述した中世墳墓群の西側に隣接した位置に柱穴掘形3を検出し

た。掘形の規模は確認した地山面（V層）でP1が縦0.92m、横0.52m、P2で縦0.68m､横0.56

mを測り、平面形はいづれも丸みをもった長方形を呈する。P,では掘形中央に柱痕が残り底面

に角喋を敷いている。これらの柱穴はさらに南側のⅢ区に連続していると推定されたが、後述

するⅢ区の調査所見では検出されなかった。

掘形内からの出土遺物は皆無であったが、埋土の状況から第Ⅳ層形成以前、すなわち第Ⅱ層

あるいは第Ⅲ層のある部分から掘り込まれたもので、掘形の構造・形態から、Ⅲ区の掘立柱建

物杜とほぼ同時期のものであろう。

111区の調査概要

Ⅲ区では、自然的に形成された流路の跡と掘立柱建物群を検出した。流路は調査区の北西部

コーナーからやや蛇行しながら西走し、西側に移行するにしたがって深く巾も広くなっている。

一方基部では浅く巾も急に狭くなり自然に消滅している。掘立柱建物杜は、流路に一部重複し

棟行をほぼ西方向にとっている。建物の西端からさらに西側は地山面が急に低くなり、この間

の比高差約1.4mを測った。流路はある程度埋った段階で人為的に整地が行なわれていた。流路

と掘立柱建物が重複するP25およびP26(第16図）では、この整地層上面から掘り込まれていた。

流路（第14図）

流路は調査区の北西部コーナーに発し、やや蛇行して西へ走っている。流路の断面形は浅い

U字形をなし、流路内外は流水によっていたるところひだ状の溝が刻まれ、この溝内には多く

の磯が流れ込んでいる。出土遺物の多くは、調査区の北東側から運ばれ、これら喋群のしがら

みに止まった状態で出土している。

流路のうちP1→P2→P3→P4に囲まれた範囲は最も多く遺物が出土し、しかも流路の層序

が良好な状態で観察できた。P1－P2断面では、1層は表土（耕作土層)、2層は黄褐色粘質土

で人為的に流路を埋めた整地層である。3層以下は自然堆積による互層をなしている。3層は

暗褐色粘質土層で大小の角喋（石灰岩・花南岩・砂岩）とともに少量ではあるが土師器・須恵

器．瓦などを包含している。4A層は黒褐色粘質土層で、Ⅲ層と同様の磯を多く含んでいて、

均正唐草文軒平瓦（第18図6)､および鬼面文軒丸瓦（第20図11．13)､複弁8葉軒丸瓦（第17図

1～3)、など出土遺物の大部分はこの層から出土したものである。4B層は黄褐色砂層で部分
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的に認められ4A層の残位層である。5層は4層に極めて類似するが、砂粒分が多い。鬼面文

軒丸瓦（第20図11）は、5層下部から出土したものである。以上の各層のうち2層は土師器・

須恵器などとともに近世陶磁器片を包含しているので、江戸時代以降の整地層と考えられる。

3層は上述した遺物の他に庭部糸切り離しの土師器小皿等を含むので中世以降の堆積層であろ

う。4層以下については包含する遺物の年代差は認められない。これらの層序をⅡ区の場合と

比較すると次のようになる。

すなわち、流路4A～5層はすべてⅣ層の包含層と対応し、またV層およびⅥ層は流路内に

はまったく認められない。6層およびⅦ層（地山層）は一致している。したがって流路内の4A

～5層の初期堆積土層はⅡ区におけるⅣ層が動いて流路内に再堆積したものであり、出土遺物

からみた両者の相対年代も一致している。
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掘立柱建物杜（第16図）

調査区の東側に計26個の柱穴掘形を検出したが、建物全体を復元できたものはなかった。こ

れらのうち、1間×2間分が比較的良く復元できた。P5－P7は3.15m、P7－P13は2.96m，

P13-P19は3.30m、P25およびP26は流路と重複していたために正確な掘形プランを確認するこ

とができなかったが、柱痕が明瞭でP19-P25は2.96m，P25-P26は3.00m，P26－P5は3．30

mを測った。以上から建物の規模は梁行3.30m，東側桁行6.11m、西側桁行5.96m、平均桁行

6.035mを測り、桁行方位N-18。－Eであった。掘形はすべて方形で、柱痕を確認できたP18．

P20では径15～20cm前後の円柱を使用していたものと思われる。なお建物杜の時期は明らかに

しがたいが、流路部分の整地後に構築されているので、近世以降であることは確実である。
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第3章遺物

1軒瓦

今回の調査地区から、軒丸瓦18点、軒平瓦4点のあわせて22点の軒瓦が出土した。調査地区

ごとの出土数はI区3点、Ⅱ区7点、Ⅲ区12点で、Ⅲ区から最も多く出土した。

(1)軒丸瓦

軒丸瓦18点はすべて破片である。これらのうちわけは複弁八葉蓮花文軒丸瓦5点、複弁六葉

蓮花文軒丸瓦1点、単弁六葉蓮花文軒丸瓦1点、単弁八葉蓮花軒丸1点、単弁12葉蓮花文軒丸

瓦1点、鬼面文軒丸瓦4点、その他周縁部の破片6点となっている。

複弁八葉蓮花文軒丸瓦A類（第17図1．2．3，第18図4）

軒丸瓦1はⅢ区流路内4A層から出土したものである。内区中房に1＋8＋13＋(17)の蓮子

を配し、外区内縁には珠文を配している。従来の出土例では珠文の数は35個となっている。外

区外縁には陽線鋸歯文がめぐるが、鋸歯文の間隔にはばらつきが目立ち、正確な数は不明であ

る。丸瓦の取付け位置は珠文帯よりやや外側にあり、丸瓦の下端は中心より約1.7cm下方に位

置している。瓦当裏面は周縁部力碧しく高<、極めて特徴的である。各部位での復元した法量

は瓦当径17.95cm、外区内縁径13.5cm、内区外縁径11.3cm，中房径6.5cmを測った。

軒丸2．3は軒丸1と同様、Ⅲ区4A層から出土したものである。いずれも外区内縁から中

房にかけての破片である。残存する瓦当各部位での復原法量は両者とも軒丸瓦1の場合とほぼ

一致し、さらに細部の特徴を観察した結果、3点とも同苑の可能性が強い。しかし軒丸1に比

較してややうすく仕上げられている。

軒丸4はI区（1－，）表土層から出土したものである。瓦当面全体の約x弱の破片で中房を

欠失している。外区内縁・内区外縁の復原径は前述した1～3の場合と一致するが、瓦当径で

は約21.5cmでやや大づくりである。外区外縁は指先等で強くナデツケられているが、陽線鋸歯

文がわずかに残っている。外区内縁に35個前後の珠文をめぐらし、蓮弁の先端は切れている。

中房は欠失しているため、蓮子の配置状態・数は不明である。瓦当裏面の周縁部はかなり破損

しているが、2～3cmの高さであったと考えられる。

複弁八葉蓮花文軒丸瓦B類（第18図5）

中房の径・蓮子の大きさ・数がA類とは異なっている。

内区から中房の一房の破片で､外区は欠失している。Ⅲ区流路4A層から出土したものである。

蓮弁は肉厚で盛り上り、蓮弁の先端は切れている。中房は蓮弁帯より一段低くなり、おそら
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く1－5－10ないし1－4－9の蓮子を配したものであろう。蓮子はA類に比べて大きく直径

6m前後を測り、高く盛り上っている。なお内区の復元径は12.55cm，中房の復元径は7.4cmを

測った。

〔製作技法〕

製作技法上の特徴はA類では1および4，B類の5において比較的良く観察することが出来

た。

1では、まだ外区内縁に相当する大きさの苑に①の厚さ0.5cm前後の粘土をほぼ均一につめ

る。次に外区外縁および周縁部に②をつめるが、おそらく粘土ひもを使用したものであろう。

この段階で丸瓦を瓦当裏面から差し込んだものと思われる。さらに周縁部と同レベルになるよ

うな粘土③を①の上に重ねる。④は②の粘土ひも端部が重なったものかあるいは新たに補強さ

れたものであろう。①と③との前後関係は不明である。最後に⑤の支持土を入れて瓦当と丸瓦

の接合部を補強し、瓦当裏面全体をナデ調整して仕上げている。

以上の手順を図式化すると①→②→丸瓦を接合→③→⑤となる。なお軒丸2では内区および

外区内縁とも一気に苑に入れていて、軒丸1のような2段階の手順とは異なっている。軒丸3

では①→②→③の手順がとられているが、丸瓦を接合した際の布圧痕が②③に残り、①の端部

には認められないので、軒丸1と同様に、①→周縁→丸瓦の接合→②→③の手順をとったもの

であろう。

軒丸4は､まず蓮弁および珠文帯に①を入れ、次に中房部分に②の粘土を入れる。周縁部は③

⑤の粘土紐状のものを数度に分けて入れ、③ないし⑤の後に④を入れる。⑥⑦は支持土である。

この④は軒丸1の③に相当するもので瓦当を構成する。丸瓦の接合は軒丸1の場合を考慮すれ

ば、③の後に行われたのではなかろうか。以上の手順をまとめると、①→②→③→丸瓦の接合

→④⑤→⑥＠となる。

軒丸5は、①→②→③の手順をとるが、②は周縁部につめた粘土の連続で、③は支持土であ

り、基本的にはA類と同じ手順で製作されたものであろう。

単弁六葉蓮花文軒丸瓦（第19図7）

瓦当部の約％の破片でⅢ区流路3層から出土したものである。瓦当復原径15.9cmで、やや小

形である。瓦当面は偏平で輪郭線・花文・珠文,・蓮子はいづれも隆線で表現されている｡中房

は大半を欠失しているが、従来の出土例からすれば、界線で区切られ、1＋7の蓮子を配する

ものであろう。蓮花文は輪郭線で区切られ､中に弁子を配する。花文の間に計6個の珠文を配し

ている。焼成はやや軟らかく、黄褐色を呈している。

〔製作技法〕

瓦当苑に①②の比較的少量の粘土を数回に分けて文様を抽出し、さらに厚い粘土③を入れて
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瓦当部を造る。次にあらかじめ半載した丸瓦を裏から接合（印篭づけ）するが、⑤および⑥の

支持土との接着を促すために、丸瓦凸凹両端に縦方向の深い刻目が施されている。瓦当裏面は

不定方向のナデにより仕上げられているが、周縁は複弁蓮花文軒丸瓦に顕著に見られる顎はな

く屍平である。丸瓦の下面は瓦当裏面の中心より下部約3cmのところに取り付けられている。

単弁八葉蓮花文軒丸瓦(第19図8）

内区全体の約だの破片でⅡ区（J-18）Ⅳ層から出土したものである。蓮弁は肉厚の輪郭で

囲まれ、中に弁子を配する。中房部分を復原すれば径5cm前後であろう。

〔製作技法〕

瓦当苑に数回に分けて粘土をつめる。この際、内区外側面に全面に布圧痕が明瞭に残ってい

るので、後述する鬼面文軒丸瓦の場合と同様に、分割しない円筒形の丸瓦を裏面から差し込み
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接合した可能性が強い。②および④は瓦当部と丸瓦を接合部を補強するための支持土であろう。

単弁十二葉蓮花文軒丸瓦（第19図9）

外区内縁から内区内縁にかけての小破片で、中房は欠失している。Ⅲ区流路3層から出土し

たものである。蓮弁は細い輪郭線で囲まれ、中に弁子を配する。珠文は小さく届平で、12個前

後配置されていたものであろう。外区内縁の復原径14.4cm，内区復原径10.4cm、中房の径は6

cm弱であった。

なお製作技法は、小破片であるため観察出来なかった。

鬼面文軒丸瓦（第20図10．11．12．13）

軒丸10．12はI区（I－D）第1I層、軒丸11．13はⅢ区流路4A層から出土したものである。

瓦当内区いつぱいに鬼面をやや高肉にあらわし（軒丸10)、外区は高い直立線となり(軒丸11)、

外区の中央にへう状工具で鋭くケズリとられた断面形VないしU字状の圏文がめぐっている(軒

丸10．11)｡鬼面は眼・鼻・口とも大づくりで、口唇は大きく開き、噛み合せた上下歯は省略さ

れて一列となっている。軒丸10．11は額上および口唇下部には、頭髪およびひげを省略したと

見られる三角形・半円形の文様が連なっている。しかしこの文様も軒丸10では個々独立してい

るのに対し、11では連続文様となっている。

瓦当面の径は軒丸11で20.0cmを測った。内区の径は軒丸10．11とも15.2cmで一致した。軒丸

12．13はいずれも内区鬼面の破片で、内区の復原径は軒丸12が15.1cm、軒丸13が15.2cmで、軒

丸10．11のそれとほぼ一致している。

以上4点の鬼面文軒丸瓦は、器面が青灰色ないし黒灰色を呈し、焼成も極めて堅綴である。

〔製作技法〕

この種の瓦の製作技法は、特に軒丸10においてよく観察することができた。これによると、

まず瓦当内区に相当する箔に①の粘土を入れて文様部分を抽出し、さらに苑の直径に相当する

厚めの粘土②を入れる。内区外側端部剥離面には4点いずれにも布圧痕が明瞭に認められ、ま

た軒丸11では布目圧痕がほぼ一周していた。したがって、丸瓦の接合法は円筒形のままの丸瓦

を裏面からはめこみ、④．⑤の支持土で補強し、外面からはタタキしめて瓦当部と丸瓦部の接

着をさらに強固にする。次に瓦当面．特に周縁部をへうで調整し、圏文を手持ちのへラ状工具

で削り込む。瓦当面の中心部からやや下部の周縁から側面後方に一条の沈線が刻まれているが、

これはこの段階では円筒形の丸瓦を半裁し、切り取る際の目安として施されたものである。さ

らに瓦当と円筒形の丸瓦を接合したままの状態で内外面を調整する。最後に紐あるいは針金状

のもので、目安線に沿って丸瓦後方から瓦当裏面の手前まで半裁し、さらに裏面に平行して切

り取っている。切断面の調整は行われていない。

33



勢灘騨玲：
鍵議議議蕊 I

-鰯＝
’

■申■P

I

16

議

職
‐
鴬

I

- 蝿＝
I

18

叙
一

一
一
一
一

’
一
・
一
》
Ｉ

鋤

19

0 10cm
－ －一

第21図軒丸瓦（周縁部）実測図

34



以上を図式化すると、①→②→③（円筒形のままの丸瓦の接合）→④⑤→内外面の調整→瓦

当周縁端部の圏文→目安線→円筒の半裁分割の手順となる。前述した軒丸8の単弁11葉軒丸瓦

の場合も、同様の手順がとられた可能性が強いものと思われる。

軒丸瓦周縁部破片（第21図14．15．16．17．18．19）

14～19はすべて軒丸瓦の周縁部の小破片である。14．15．19はⅢ区流路4A層､16はⅡ区(K

-15）Ⅳ層、17はⅡ区表土層から出土したものである。以上のうち瓦当面の復原径は14が20.5

cm、15が18.4cmを測った。

14は周縁端に0.6～0.7cm巾の断面が逆台形を呈する圏文をへう状の工具で刻んでいる。内面は

丸瓦凹面との剥離面で細かい布目圧痕が認められ、外面は先端から1～2cmの巾で格子タタキが

残っている。他はヨコ方向のナデ調整が施されている。15は周縁下部の破片で、周縁端部に断

面形がV字状の圏文がめぐっている。内面には布目圧痕が明瞭に残り、外面には格子タタキが

残っている。16は15と同様の圏文がめぐらされ、内面に残る布目圧痕の巾から周縁の高さは約

1cmであろう。外面はナデ調整されている。17はV字状の圏文がめぐらされ､外面に格子タタキ

が施されている。18も外面に格子タタキが施され、周辺部の高さは約1.5cmを測った。19は17

と同一の格子タタキが外面から裏面周縁端部に施されるが、周縁部の高さは3.5cmを測り著し

く高くなっている。

以上の6点は表面が青灰色を呈し、焼成極めて堅綴で瓦当との剥離状態から、鬼面文軒丸瓦

あるいは単弁蓮花文軒丸瓦の周縁部破片である可能性が強い。

(2)軒平瓦

均正唐草文軒平瓦（第18図6）

Ⅲ区流路4A層から出土したもので‘ある。復原した瓦当面の長さは約29.5cm，巾6．3cmを測

った。心飾は下向き3字状をなし、心飾の上部からは左右に、はじめに上向き2葉、次に下向

き2葉、端部は上向き2葉と下向き1葉を組み合せた唐草文が走る。上外区には22個の珠文が

ならび、下外区には陽鋸歯文28、左右の外区は下外区に連続する陽鋸歯文それぞれ5が配置さ

れる。平瓦凹面には布目痕および模骨痕が明瞭に残っている。布目・模骨痕とも瓦当面から1～

2cmの部分では認められない。凸面は残存する部分ではヨコ方向にナデ調整され、タタキ目等

は残っていない。

〔製作技法〕

平瓦部分は桶巻き造りされたものであるが、瓦当文様を箔に入れて造り出した段階は、分割

前か分割後かは明らかにしがたい。まず箔にうすい粘土①をつめる、凸面の観察から苑の深
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さも粘土①の厚みよりやや深いものであったと思われる。次に平瓦を接合するが、②③④はい

ずれも平瓦を製作する段階の粘土ひも巻き上げの際の痕跡である。最後に顎の部分にあたる⑤

を接合している。したが〆』て①→平瓦（②③④）→⑤の手順となる。なお瓦当面は平瓦部の側

端部が2次的な調整が行なわれているため、広端面を用いたものか、狭端面を用いたものかは

不明である。

圏文軒平瓦（第22図20．21．22）

平瓦凸面端部に粘土板を接合して瓦当部を形成し、さらに瓦当面に一条の溝を刻んだもので

ある。昭和32年度の調査およびその前後に採集された遺物の中にも同類の軒平瓦を見い出せる

が、今回の出土例も含めて、瓦当面の溝は1条のものだけに限られ、複数の溝をもつものはな

い。したがって、この種の瓦当文様をもつものを、ここでは圏文軒平瓦と呼ぶことにした。

軒平瓦20は、瓦当部のほぼ右半分を残す破片である。顎の部分の粘土板の巾は平均5cmでや

や短かく、瓦当の上下の厚さは平均3.8cmである。顎部および平瓦部凸面は格子目タタキが明

瞭に残り、瓦当面には巾1.3cmの断面V字形の圏文がめぐる。凹面には布月圧痕・模骨痕が認

められる。

軒平瓦21は、瓦当部側端部分の小破片である。瓦当面、下面（凸面)､側端面は軒平瓦20と同

一の格子目タタキが認められる。瓦当面の圏文の巾0.6～0.7cmと狭く、断面U字形を呈して

いる。

軒平瓦22は顎部を欠失するが、瓦当面に断面．字形の圏文をめぐらしている。平瓦部凸面に

は軒平瓦20．21と同一の格子目タタキが認められ、凹面はへう状の工具によりタテ方向にナデ

調整して仕上げられている。顎部は欠失するが平瓦凸面との接合面の圧痕から顎部の巾は8．8

～9．0cmであったと思われる。

〔製作技法〕

軒平瓦20では凹面に模骨痕が認められる。軒平瓦21．22では模骨痕の明瞭な痕跡を残している。

平瓦部凸面は格子目タタキが認められ、さらに軒平瓦21では瓦当面および側端部も格子目タタ

キにより調整が行われる。瓦当顎部は粘土板を接合し、これには5cm前後の短いもの（軒平瓦

20）と長いもの（軒平瓦22）とがある。また軒平瓦20では顎を狭端部凸面に取り付けている可

能性が強い。瓦当面の圏文はへう状工具によって刻まれているが、その断面形はV・U．U字

状の3種のものがある。また圏文が刻まれる位置も、顎部の接合部に沿って施されるものと平

瓦部に沿って施されるものとがみられる。

平瓦部凸面の粘土板の接合面に格子目タタキの痕跡が認められるものと、完全にナデ消され

たものとがあることから、平瓦部の製作後ではなかろうか。
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2平瓦・丸瓦

出土した瓦類のほとんどが平瓦・丸瓦である。これらの瓦は調査地区のほぼ全域から出土し

たが、特にⅡ区築地状遺構西側部分に集中しており、出土量の約80％を占めている。

(1)平瓦・丸瓦の分類

平瓦・丸瓦の凸面のタタキ文様によって、平行タタキ文、格子目タタキ文、斜行格子目タタ

キ目文、縄目タタキ文、その他無文のものや、散発的ではあるが特殊文様をもつものなどが出

土している。

まず、これらの瓦のうち平行・格子のタタキ文をもつものについては、文様すなわちタタキ

板に刻まれた線刻の巾やその間隔、さらにタタキ板に平行あるいは直行して刻まれるものなど

多種にわたっている。ここでは整理の都合上、それぞれの文様を単位によって大別を行った。

平行タタキ文瓦

I類＝タタキ板に刻まれた凹凸のそれぞれ巾が1cm以上の粗大なもので、凹凸の間隔は必

ずしも一致しない。また溝がタタキ板の木目に直行・平行さらにやや斜行気味に刻まれるもの

がある。

Ⅱ類＝凹凸の間隔が0.8～0.9cmのもので、出土数は極めて少ない。

Ⅲ類＝凹凸の間隔が0.5～0.7cm前後のもので、Ⅳ類に次いで多く出土している。

Ⅳ類＝凹凸の間隔が0.3～0.5前後のもので、平行タタキの大半を占めている。

なおI～Ⅳの境界は的なものであり、タタキしめ段階における凹凸の重なり、また粘土

の収縮率のちがいなどによって、必ずしも各類の間に一線を引くことは困難である。ここでは

大別にとどめる。

格子目タタキ文瓦

I類＝格子の間隔が1.0cmの粗大なものである。この場合、タタキ板の凹が凸より広いの

が一般的であるが、ここでは凸部の頂点から頂点を計側している。

Ⅱ類＝凹凸の間隔が0.8～0.9cm前後のもの。

Ⅲ類＝凹凸の間隔が0.5～0.8cmのもので、格子目タタキ文瓦のうち大部分を占めている。

Ⅳ類＝凹凸の間隔が0.3～0.4cmのものである。

斜行格子目タタキ文瓦

出土数が極めて少なく、観察が出来たのは5点であり、すべて平瓦破片である。

縄目タタキ文瓦

縄目タタキ文は、平瓦凸面の両端部に併行するものと、側端部に併行するものとがある。こ

こでは次のように類別した。
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I類＝タタキ文が平瓦凸面の側端部に併行するもの。

Ⅱ類＝タタキ文が平瓦凸面の両端部に併行するもの。

さらにこれらは右撚りのものと左撚りのものに細分される。

無文瓦

平瓦凸面をタタキしめたのち、へラ状工具、手のひらおよび回転を利用した横ナデ調整によ

り、タタキ文様が消えたものである。わずかにタタキ文様が残るものがあるが、これもこの類

に加えた。

部分格子文瓦

平行タタキ文の一部を格子目状に刻んだもので、1点（373）のみ出土している。

(2)瓦の出土状態

以上の瓦を、出土地点、層位ごとにその数の比較を行ったものが第1表である。これによる

と、I～Ⅲ区に平行・格子目・縄目・無文がそれぞれ出土しているが、出土頻度からみた場合、

Ⅱ区Ⅳ層に集中していることがわかる。これ

は調査面積および投下した仕事量が大である

ことに起因するもので、必ずしも遺跡全体の

傾向を示したものとは断定できない。しかし

ながら、Ⅱ．Ⅲ区は、いずれも調査区の最下

層まで掘り下げた結果によるものであり、あ

る程度の傾向がうかがえる。すなわち築地状

遺構西側一帯から出土したⅡ区Ⅳ層の瓦は、

平行タタキ文が圧倒的に多く、次いで格子目

タタキ、無文のものが出土している。これに

対し、Ⅲ区では縄目タタキの瓦が主体を占め、

平行タタキのものはほとんど出土していない．

3点出土し、うち土層のものが2点で、Ⅳ層

出土のものは1点にすぎない。また、各地区

とも平瓦が大半を占め、丸瓦が極めて少なく、

ばらつきも目立っている。とくにこのことは、 第1表地区ごとの瓦出土数比較表

特にⅡ区Ⅳ層より一括して出土した瓦の場合、瓦が別地点より、主に平瓦を中心として運ばれ

てきたことを暗示している。
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I 区 11区 Ⅲ区

層位 I～Ⅱ層 I～11層 Ⅳ層 I～Ⅲ層 Ⅳ 層

分類
区別 平

瓦
丸
瓦

平
瓦

丸
瓦

平
瓦

丸
瓦

平
瓦

丸
瓦

平
瓦

丸
瓦

平
行
叩
き
文

I

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

その他

1

1

0

5

7

1

1

1

2

10
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0

1

3

6

2 1

1

1

格
子
叩
き
文

I

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

3

3

6

1 1

5

1

15

3

9

5

23

6 3

1

6

1

2

2

2

1

6

1

1

その他 1 1 2

縄
目
叩
き
文

I

Ⅱ

不明

10

3

1 6

4

9

4

4 20

3

4 18

4

2

雁
、b， 文 1 6 10 11 7 27 8 4 1 5

斜行格子目 2 2



(3)平瓦・丸瓦の観察

出土した平瓦・丸瓦について製作技法に関する観察を行った。

平瓦の場合、通状桶状の器具に粘土を巻きつけて裁頭方錐状の円筒を作り、これを4ないし

3つに分割するいわゆる「桶巻作り」によるものと、凸面および凹面の成形台により作る「一

枚作り」とが知られる。「桶巻作り」では、凹面に桶わくの圧痕（模骨痕）が残ることが多く、

一つの指標となっている。一方､｢一枚作り」ではその痕跡を見出すことは極めて困難である。

また丸瓦は、円筒状の器具に粘土を巻きつけて作った粘土円筒を2分割する方法が知られるが、

その円筒状器具については不明な点が多い。

模骨痕

平瓦・丸瓦の両者について、凹面の模骨痕の有無について観察を行ったものが第23図である。

これによると、平行・格子目・無文の平瓦では半数以上のものに模骨痕が認められるのに対

し、縄目タタキ文では、観察した個体数83点のうち、模骨痕が認められたものは4点で、また

凹面に二次的な調整が加えられているため判定が不可能なもの4点で、他の75点については認

められなかった。したがって縄目タタキの平瓦の成形には、桶状の器具が使用された可能性は

少ないと考えられる。

丸瓦についてはほとんど模骨痕がないが、わずか縄目1点・無文2点のものに認められた。

不明(4) 与(4)
無

不明(9)(9)

I雪碧士
不明伽

① 沙
有側

也
剛有側

無6）
無(4）

平瓦・平行叩き文平瓦・格子叩き文平瓦・細目叩き文平瓦・細目叩き目平瓦・無文

有
(1｣不明

、(2)

至翌慾
不明(l〃

凸

無(10

凹
剛 無剛

丸瓦・平行叩き文丸瓦・格子叩き文丸瓦細目叩き文

第2表模骨痕の有無

丸瓦無文
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糸切痕

瓦製作に使用する粘土は、粘土塊を一定の厚さに切断して板状（タタラ造り）にし、これを

器具に巻きつけるものと、粘土紐をつくり、これを器具に巻きつけるものとがある。前者で粘

土塊を糸・針金等で切りとるため、明瞭な条痕（糸切痕）を残すことが一般的である。後者で

は、これらの痕跡が認められず、タタキしめの弱いものでは特に凹面に粘土紐の痕跡が認めら

れることがある。

く明(3 与(3)

不明側側

無(2)2)（5 ､翌ノ

無(71

71

有(3)
有M1）

無(2)

平瓦・平行叩き文平瓦・格子叩き文平瓦・斜格子叩き文平瓦・縄目叩き文平瓦・無文

不明(1)

有(3)有(3)

凸
剛

凹
剛

0

丸瓦・平行叩き文丸瓦・格子叩き文丸瓦・縄目叩き文平瓦・無文

第3表糸切痕の有無

第24図は、出土平瓦・丸瓦の糸切痕の有無について観察結果をまとめたものである。

これによると、やはり縄目タタキの平瓦に糸切痕が極めて少なく、前述した模骨痕の無いも

のの数に近い数値を示している

粘土板合せ目

糸切りされた粘土板は、円筒に巻きつける際に一ヶ所で重ね合わされる。したがって粘土継

目のある瓦では4分割された場合では、4枚に1枚の割合いで存在することになる。出土した

平瓦・丸瓦の粘土板合せ月について観察した。この場合粘土板の両端の合せ月には、2通りあ

って、狭端側より見た形状によってS・Zとした。以上の観察結果を比較したものが第4表で
註

ある◎

平瓦では縄目叩き文・斜行格子月叩き文、丸瓦では縄月叩き文を除くすべてに粘土合せ月が

認められた。最も出土量の多かった平行叩き文では％以上、格子月叩き文では約％のものに認
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められた。なお縄目叩き文では、全く認められず、糸切痕の場合と同じような結果となった。

また粘土合せ目には、格子叩き文を除きS・Zの両者が認められた。

S(7)

Z（

⑬有0‘）
不明剛，

7）

平瓦・平行叩き文平瓦格子叩き文平瓦・斜格子叩き文平瓦・縄目叩き文平瓦・無文

侭
(1)

①
不明(11）

丸瓦・平行叩き文丸瓦・格子叩き文丸瓦・縄目叩き文丸瓦．無文

第4表粘土継目の有無

明(1)

以上模骨痕・糸切痕・粘土継目の各項について観察した結果、まとめると次のようになる。

①平瓦のうち、平行タタキ、格子目タタキ、斜行格子目タタキ、無文の4者については、模

骨痕・糸切痕・粘土継目が大半のものに認められ、粘土板を使用した桶巻作りであった可能

性が強い。

②平瓦のうち、縄目タタキのもののみ粘土紐を使用した可能性が強い。

③また平瓦縄目タタキのものには、そのほとんどに模骨痕が認められなかったが、これらは

粘土紐を使用するとともに通常桶状の器具以外のものを想定せざるを得ない。

④丸瓦では平瓦同様、縄目タタキを除いて、粘土板を使用した可能性が強い。

また縄目タタキの平瓦・丸瓦の中には、粘土紐の明瞭な圧痕を残すもの（第39図253,374）

が認められ、以上の観察結果をも符合している。

平瓦の分割角度

出土した平瓦のうち、狭端面・広端面のいずれか残存するもの計15点について、その分割角

度を計測した。15点のうち13点までが､70典90を示しており、おそらく粘土円筒を4分割した
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ものと思われる。しかし、046は1125.で、3分割の

可能性が強い。また264は製作段階で扇平化したもの

ではなかろうか。

布目の経緯

凹面に残る布目圧痕の粗密を観察した。布目圧痕は、

粘土の乾燥と焼成による収縮、さらに、桶枠に布を巻

きつける際の乱れなどにより、必ずしも布そのものの

粗密を現わさないが、ある程度の傾向を示すものと思

われる。ここでは先に類別を試みた凸面の文様ごとに

比較を行った。計測方法は、瓦の広・狭端面に平行す

る糸の数と、側端面に平行する糸の数とを、2cm四方

の中で数えた。個々の瓦の結果は平瓦・丸瓦観察表に

掲げた。また比較表では平瓦のみ扱った。

計測値の比較を行ったが、結果的には個々の文様に

よる明瞭な特徴は見い出せなかったが、ある程度の傾

向がうかがえる。いまこれらを列記すると、次のよう第5表平瓦の分割角度向がうかがえる。いまこれらを列記すると、次のよう

になるものと』思われる。

①各形式とも、布目の経緯には、密なものから粗なものまでかなりの巾があり、計測した

点数が少なかった無文のものを除くと、縦横糸とも13～14本前後に分布の中心があった。

②布の経緯が20本を超える密なものは、縄目タタキ文・無文のものに認められ、平行夕タ

キ文のものには、経緯とも20本を超える綴密なものは認められなかった。

③また平行夕タキ文は、布の経緯が'0～20本の範囲内におきまり、比較的にばらつきが少

ない。

④布の経緯が'0本以下の極めて粗なものは、格子目タタキ文瓦に認められる。なお、これ

らを除くと、ほぼ無文のものの分布範囲と一致する。

対比表では、瓦を平瓦凸面の文様により比較したもので、あくまで大分類での一つの結果で

ある。前に述べた各文様のなかでの細別ごとの比較を行えば、また異った結果および傾向を導

き出せるであろうが、ここでは大別による比較にとどめ、将来の問題点として留保した。

なお、大阪府船橋遺跡出土の平瓦では、各型式間の布の粗密に絶対的な差異が認められ、そ

れらは造瓦における工房杜の異いに起因するものとしている。したがって本遺跡出土の瓦の中
（註1）

で、対比表の中で極めて類似する分布を示す格子目タタキ文瓦と無文瓦では、同一の工房杜で

生産された可能,性を示すものであり、このことは両型式の瓦の出土状態とも矛盾しない。また
（註2）

43

番号 種別 分割角度

１
２
３
９
７
６
９
１
８
９
０
２
８
４

０
０
０
１
２
４
４
５
５
５
６
７
８
６

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
２

平行I類

平行Ⅳ類

平行Ⅳ類

平行Ⅳ類

平行Ⅳ類

平行Ⅲ類

平行I類

平行Ⅳ類

平行Ⅳ類

平行Ⅳ類

平行Ⅲ類

格子Ⅲ類

格子Ⅲ類

征
'6,、 文

０
。
５
５

○
０
０
０
０

。
○

．
０
０
０
０
０
０

４
３
６
６
１
２
６
２
０
０
３
５
１
３

９
８
７
７
８
１
９
９
７
８
８
９
８
５

１



●平行叩き文

○格子目叩き文

△縄目叩き文

口無文

△

0

口

△△

□ △
△

△

0

ロ

O●0．

口

0。

□金□
●●。

□

０
．

○
０平

瓦
の
側

別
一
一
一

□

●
●
△

○

ロ

。d，童：△&△・皇

苓野

縁
に
平
行
す
る
糸
の
数

０
口

□

●

1010

0

◎ 。◎。

◎◎

△

平瓦の端縁に平行する糸の数
一

1010 20

第6表平瓦布目経緯比較表

前二者と同一地点からの供伴関係にある平行夕タキ文瓦では、布目の粗密に異った分布範囲を

示した点を考慮すれば、前二者とは異った工房杜で生産された可能性を示唆するものではなか
（註3）

ろうか。

註1・原口正三「船橋遺跡の遺物の研究(1)」（『船橋I』所収）昭和33年3月

註2．無文瓦は通常はタタキ板による成形ののち、ヘラや手のひら等でナデ調整するために、タタキ文様は

ほとんど消えてしまうことが多い。今回出土した無文瓦の中には、わずかにタタキ文様が観察できるもの

があり、その大半は格子タタキ文であり、一部平行タタキも認められる。したがって、このこと

と、布目の粗密との間には相関関係が認められる。

註3．また布の粗密の分布が他の三者とは異なる縄目タタキ文の中には、粘土紐巻き上げの明瞭な痕跡を残

すものがあり、糸切痕および粘土継ぎ目などが全く認められないこと、また出土地点の異なることなどを

考え合わせれば、平行・格子・無文の各瓦に比較し、制作技法上に大きな差異が認められ、これは瓦の製

作年代の違いを示すものか、あるいは工房杜の違いを示すものであろう。
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（4）まとめ

以上出土した瓦についての観察結果に基づき、各項目ごとに比較検討を行ってきたが、ここ

ではそれらについてまとめておきたい。

(1)出土した平瓦・丸瓦は、その凸面の叩き文様およびその後の調整などにより、平行叩き文

瓦・格子目叩き文瓦・斜行格子目文瓦・部分格子目文瓦・縄目叩き文瓦・無文瓦の6種のもの

があり、これらは文様の単位の大小などにより、それぞれ細分が出来た。

(2)これらの瓦の出土状態、すなわち分布状況と層序、供伴関係から、平行・格子・無文瓦と

細目叩き文瓦との二つの群に分かれ、縄目叩き文瓦がやや年代的に後出する傾向が認められる。

(3)製作技法では、桶枠痕・糸切痕・粘土継目などの観察と各文様ごとの比較を行った｡平行・

格子・無文瓦では、「粘土板桶巻き造り」、叩き文瓦では、「粘土紐桶巻き造り」によるものであ

り、両者には決定的な技法上の差が認められた。

(4)平瓦は4分割されたものが大半を占め、例外的に3分割の可能'性をもつものが認められる。

(5)特に平瓦凹面に残る布目圧痕についてその布の経緯について計測し比較を行った結果、そ

の分布の状況から平行叩き文瓦、格子目文瓦・無文瓦・縄目叩き文瓦の三つの群が認められた。

このことは(2)、(3)で掲げた事柄とも必ずしも矛盾していない。

(6)また軒先瓦と平瓦・丸瓦とのセット関係を図示すれば以下のようになる。

蕊駕蕊｜

霊票駕｜

童蝋霊｝

平行叩き文平・丸瓦・無文（平行叩き）平瓦

格子目叩き文平・丸瓦

格子目叩き文丸瓦・細目叩き文平・丸瓦

(7)瓦の年代については、土師器・須恵器との供伴関係から、平行・格子・無文瓦を8世紀中

葉、細目叩き文瓦を8世紀後半に位置付けたい。
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3土 器

1．1区出土土器

かなり多くの土器が出土しているが、遺構に直接結びつくものはなく、小破片が大部分を占

めている。したがってこれらの中から、復原図化可能なものを選んだ。

(1)須恵器（第51図1～15）

1は脚台付大盤で、脚部は大半を欠失し、基部近くに一条の沈線がめぐる。口径25.5cm、皿

部の器高3.0cmである。黄褐色を呈し、胎土は密である。器面は内外面横ナデ、内底部は不定

方向のナデがみられる。2は高坪で、坪部口経15.0cm、器高5.5cmで、全高9.3cmを測り、深

い椀状の坪部に比較して、やや小型で低い脚を有する高坪である。青灰色を呈し、焼成は極め

て良好である。坪部下半は回転へラ削りされ、他はすべて横ナデ調整される。3も高杯で、坪

上部および脚裾部を欠失する破片である。坪外底部は回転へラ削りされ、他は横ナデ調整で仕

上げられる。4は口径15.1cm、器高1.7cmの比較的浅い皿である。青灰色を呈し、胎土密で焼

成極めて良好である。口縁部は大きく外反気味に立ち上がる。外底部は回転へラ削りされ、他

は内外面とも横ナデ調整で仕上げられている。5は高台付皿で、口縁部を欠失するが、復原す

れば口径18cm前後で器高3cm弱であろう。Ⅱ部の体部から口縁部にかけてはやや外反気味にた

ち上る。高さ0.9cm、径12.0cmの低い輪状の高台を有する。青灰色を呈し、焼成は良好である

6は壷形土器の口頚部破片である。口径13.3cm、頚部径9.6cmを測った。口縁外面はいわゆる

有段の口縁をなし、有段部上面に一条の沈線がめぐる。頚部は強くくびれ、外面には細かな平

行タタキ、内面には同心円タタキが認められる他はすべて横ナデ調整されている。淡灰色を呈

し、胎土は密で焼成も良好である。7は台付壷破片で、壷の大半と脚裾部を欠失している。脚

部上半は強くくびれ、中位以下は内沓気味に広がり、その境界は段をなしている。壷内底部は

不定方向のナデ、体部外面は荒いクシ目が認められるほかは、横ナデ調整されている。8は高

台付広口壷である。口径11.4cm、胴部最大径13.2cm，器高4.2cmを測った。体部は浅く、肩部

は「<」の字状に強く張り、口縁部は極めて短く立ち上がる。高台は内外面より強くナデツケ

られて断面三角形をなしている。淡灰色を呈し、胎土密で焼成良好である。9は坪で､口径11.2

cm、器高3.8cmである。体部は内沓し、口縁部も内沓気味に立ち上り、端部は角ばる。底部は

回転へラ切り離しのあと無調整、体部内外面とも横ナデ調整される。淡灰色を呈し、胎土に砂

粒を多く含み、焼成良好である。10．11はいずれも突帯付壷の胴部破片である。胴部最大径は

10が18.8cm，11が22.5cmである。肩部は「<」の字状に強く張り、肩部先端と頚部近くに2条

の貼付突帯をめぐらしている。突帯はそれぞれ形状を異にするが、基本的には断面三角形であ
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る。両者とも磨滅していて調整痕を観察しがたいが、内外面に横ナデが認められる。12は把手

付壷である。胴部復原最大径20.0cmである。把手は粘土紐を用い、肩部に貼り付けられるが、

取り付けられた個所は小破片のため判明しない。黄灰色を呈し、焼成やや不良である。13は高

台付壷の胴部下半の破片である。高台の径は9.6cmで、断面形がやや逆台形をなし、外底端部

に貼り付けられる。胴部内外面とも横ナデ調整され､外底部は回転へラ削りが認められる｡青

灰色を呈し、焼成は極めて良好である。おそらく10．11および12などの壷形土器は、このよう

な高台を持つものではなかろうか。14．15はいずれも腺の体部破片である｡14は胴部最大径9.3

cm、底径6.8cmで、15は胴部最大径9.3cm，底径6.7cmである。いずれも肩部が角ばり、15で

は一条の沈線がめぐる。胴部と底部との境は明瞭で、底部は平底をなす。内面は強くナデ胴部

上半は横ナデ、胴部下半から外底部全体は回転へラ削りのあと不定方向のナデが認められる。

青灰色を呈し、焼成良好である。

(2)土師器（第52図16．17）

16．17はいずれも高台付小皿で、焼成後内外面とも赤色顔料が塗布されている｡16は口径12.5

cm、高台径7.4cm，器高4.5cmである。体部は全体的に厚いつくりで、口縁部に移行するにし

たがい肉薄となり、端部近くで外面がくびれる。高台も厚いつくりで、ややラッパ状に広がり、

端部は角ばりおわる。内外面とも横ナデ調整されている。17は口径12.8cm、高台径7.4cm，器

高3.6cmである。16に比べて全体に薄いつくりである。特に体部上半では口縁端部で肥厚し、

また高台も裾部が肥厚し端部がやや角ばりおわる。器面の調整手法は両者とも全面ていねいな

横ナデで仕上げられている。

(3)黒色土器（第52図18～24）

計10点出土しているが、このうち7点について図示した。すべて内面黒色の土器（黒色土器

A類）であった。

18は高台付椀で、口径14.4cm、器高5.6cmである。全体的には薄いつくりであるが、体部下

半から高台はやや肉厚となっている。体部はやや丸味をもって立ち上り、口径部はやや外反す

第26表I区出土黒色土器計測表
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号
口径 器高 高台径

一
口
同

《
ロ

ー
局 出土地点

18 14．4 5.6 6.9 0.9 I－D区

19 13．9 6.0 6．75 0．95 I－D区

20 － － 9.0 1．65 I－B区

21 － － 6.5 0．90 I－D区

22 － － 8．65 0．70 1－A区

23 15．7 5．15 7．1 1．20 1－A区

24 17．7 (8.7） － － I－D区



る。体部外面は荒い横ナデ、内面はていねいな横ナデカ流され、へラ磨きは認められない。口

縁部外面には部分的に黒色が認められる。19は高台付椀で、口径13.9cm，器高6.0cmである。

18と法量も近似し、形態・手法とも類似している。18に比較して、体部がやや直線的で高台が

肉厚で、しかも取り付けが粗雑である。黒色部分は内面から口縁端部外面にまで認められる。

20は肉薄の高い高台で、強く外反している。21は体部上半を欠失する高台付杯で、体部は丸味

をもち、高台は径6.5cmで断面は三角形を呈している。内外面ともていねいな横ナデが認めら

れる。22は全体的に厚いつくりで、やや低い高台を有する。外面は荒い横ナデ、内面はていね

いな横ナデカ流されている。23も高台付椀である。口径15.7cm、器高5.15cm，体部高4.0cmを

測り、18．19の椀に比べて、口径を増すが深い椀部を有している。外面はややていねいな横ナ

デカ椛され、内面には部分的にへう磨きが認められる。黄褐色を呈し、胎土も密で、焼成良好

である。24は口径17.7cm，器高約8.7cmで大型の高台付椀である。高台は基部のみを残し先端

部を欠失する。体部外面の下半部に断面三角形の突帯を一条めぐらす異例の製品である。黄褐

色を呈し、胎土に砂粒を多く含む。内面および口縁部外面まで黒色が認められるが、器壁は内

外面ともかなり荒れている。
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2．11区出土土器

(1)土師器

尭形土器（第53図1～6，第54図7～13，第55図14～16）

いずれも胴部および頚部以下を欠失し、口縁部円周のX以下の破片により復原図化したもの

である。口縁部が短く屈曲するもの（2．14）と、肩部の張りが少なく「く」の字状に外反す

る口径を有するもの（1．3．5．6．10)､。さらに肩部が強く張り、強くくびれた頚部から

大きく屈曲した口縁部を有するもの（8．9．11．12．13．16）などに大別することができる。

頚部以下の外面は刷毛目調整されるが、多くは器面が摩滅している。頚部および口縁部内外面

は横ナデ調整されるが、口縁部内面を横方向の刷毛目調整するもの（1）もある。内面は頚部

までへラ削りされるが、これにはタテ方向に削り上げるもの（3．8．12．13）と、左下から

右上方向に削り上げるもの（10）とがある。また頚部を横方向にへう削りして調整するもの

（2．7．10．11．12．13）などがある。

色調は2．4．14が赤褐色で雲母片・白色砂粒を含み器面に光沢をもつのに対し、他はすべ

て黄褐色ないし白昧を帯びた黄褐色を呈している。

杯（第55図17．20～25．27，第56図43）

杯はかなりの数が出土しているが、細片が多く図示できるものは少ない。これらは手法上の

差異によって2つに類別、さらに形態上5つに細分することが可能である。

I類、全体的に薄いつくりで、底部は回転を利用したへラ切離しのままで、体部内外面は

横ナデ調整で仕上げる。黄褐色.ないし茶褐色を呈し、胎土密である。

’一a類(20～22）、口径13cm大、器高6～7cm前後のもので、底部は平底をなし体部は直線的

に外反して口縁部にいたる。底部は回転へラ切り離しのまま、体部内外面を横ナデ調整し、内

底部を不定方向のナデ調整で仕上げている。また焼成後赤色顔料を塗布したもの（20.21）と

そうでないもの（22）とがある。

I－b類(23)I－a類と形態・調整手法は同じであるが、口径15.2cm，器高3．6cmでやや大

型の杯である。

I－c類（24）I－b類と同じくやや大型のものであるが、口径に比べて底径が著しく小さ

く、体部中位に段を有する。

1－．類（17）口径は小さいが深い杯である。体部はやや丸味をもちながら急に立ち上る。

I－e類（43）1－．類同様、小型で深い杯で、底部が円盤状高台をもつ特殊な形態のもの

である。

94



Ⅱ類、全体的に厚いつくりで、外底部は静止によるへう削り調整を行ない、体部内外面は

やや荒い横ナデ調整で仕上げられる。外面のへラ削り調整は特に底部に認められるが、さらに

体部中程まで施されるものもあり（19）、この場合体部と底部との境が不明瞭となる。色調は

例外なく赤褐色を呈し、胎土はやや荒く雲母片・白色砂粒を多量に含んでいる。I類の杯と一

見して判別が可能である。

Ⅱ－f類（28）やや浅い半球形を呈する大型の杯である。体部は内外面とも底部から口縁部

まで静止によるへう削り調整力流され、口縁部内外面は横ナデにより仕上げられる。体部と底

部の境は明瞭である。

Ⅱ－9類（,9）浅い半球形の体部で、口縁部は短かく内傾気味に立ち上るため、口縁部と体

部の境が稜となっている。稜の下部から底部にかけて静止のへラ削り（外側→中心方向）力揃

され、口縁部内外面は横ナデにより仕上げられる。外面は焼成後に塗布された赤色顔料が認め

られる。

Ⅱ－h類（25）全体として厚いつくりで、丸味をもった平底で、体部は直線的に外反し、口

縁端部外面は横方向から強くナデつけられて、直立気味となり、稜をなしている。底部は静止

へラ削りされ、内底部は不定方向のナデ、他はすべて横ナデ調整されている。

Ⅱ一i類（27）全体的に厚いつくりである。底部と体部の境いは明瞭で稜をなし、口縁部は

直立気味に短かく立ち上がる。外底部は静止へラ削調整され、他は内外面とも横ナデにより仕

上げられる。

高台付杯（36）小型でやや深い体部に、腕B一類と同様の低い高台を有するものである。赤

褐色を呈し、胎土は密で、内外面に赤色顔料が認められる。

高台付塊（第56図32～42）

底部を中心として破片が多く、杯・腕の区別が困難なものもあるので、高台の形態による類

別を試みた。

A類（33～35）体部が丸味をもった浅い半球形状をなし、肉厚で高い高台を有している。外

底部は回転へラ切り離しされたまま無調整、体部内外面は横ナデ調整されている。赤褐色を呈

し、白色砂粒を多く含んでいる。

B類（37．38）いずれも底部付近の破片である。a類に比較して体部が屍平で立ち上りがゆ

るやかである。高台は低く断面は三角形をなす。器面は内外面ともへラ磨きされ、37は外面、

38は外面及び外底部に赤色顔料が認められる｡胎土は密で黄褐色を呈し、焼成良好である。

皿（第55図18、第56図44～48）
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杯の場合と同様、手法上の差異によって2つに類別し、さらに形態・大きさにより4つに細

分した

I類、全体的にていねいなつくりで、外底部は回転へラ削り調整し、体部内外面は横ナデで

仕上げられる。さらに口径10cm大の小型のもの（a類）と、口後16cmをこえる大型のもの（b

類）とがある。

I－a類（18）口径10.5cm，器高2.0cmの小型の皿で、全体的に荒いつくりである。底部は

回転へラ削りされ、外底部は不定方向のナデ、他は横ナデにより仕上げられる。

I－b類（44．45）いずれもていねいなつくりで、44は口径16.1cm、器高2.3cm、45は口径

16.0cm、器高3.1cmで大型の皿である。底部は回転へラ削り調整し、外底部は不定方向のナデ、

他は横ナデ調整される。特に45では、口唇部内面を強く横ナデされ、稜を生じる。

Ⅱ類（図'46～48）口径はI－b類とほぼ同程度の大型の皿である。外底部から体部にか

けて静止へラ削り調整し、口縁部内外面および体部内面は横ナデ調整、内底部は不定方向のナ

デが認められる。概して荒いつくりであり、赤褐色を呈し、胎土も雲母・砂粒を多く含み、器

面に光沢をもっている。

Ⅱ－c類（46）口径16.0cm、器高3.0cmである。体部から底部にかけて静止へラ削り（体部

から左回りを反復し、中心部へ向う）される。口縁部は直立気味に短く立上る。

Ⅱ－．（47,48）体部から口縁部にかけては、丸味をもち、内沓気味に立ち上る。大型の皿

で体部外面から底部は静止へラ削りで調整し、口縁部外面および体部内面は横ナデ調整、内底

部は不定方向のナデが認められる。c類同様荒いつくりである。

鉢（第55図29～31）

5ないし6個体分が出土しているが、復原図化できたものは3個体分である。全体に丸味を

もち、口縁部は内沓しながら立ち上り、口径が体部の最大径より小さくなる。体部から底部に

かけて静止へラ削りされるため、体部と底部の境は不明瞭である。形態・手法上の大きな差異

は認められず類別はできない。なおこれらは、蜜1．4．14および杯Ⅱ類、皿Ⅱ類と色調・胎

土・焼成とも極めて類似する。

以上、Ⅱ区包含層中より一括して出土した土師器について類別を行ったが、器種では、察・

杯・高台付杯・高台付碗・皿・鉢の6器種が出土した。すべてⅡ区Ⅳ層から大量の瓦などと一

括して出土したものである。くり返し述べたとおり、高台付杯・高台付坑をのぞく4器種には、

手法・形態・色調・胎土の上から、大きく異なる二者があった。すなわちに表現すれば、

精製（I類）・粗製（Ⅱ類）のちがいであり、土器生産における原材料のちがいであり、生産

過程における熟達度、さらに使用目的の差異としてとらえることができる。しかも両者が混在

して出土するのは、どのような理由に基づくものであろうか。
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黒色土器（第55図26）口径12.5cm、器高2.4cmで、全体的に薄くていねいなつくりの皿であ

る。黒色部分は内面のみ認められる。

(2)井戸状遺構出土土器(第56図49～52）

小型丸底土器（49）

井戸状遺構第5層から出土したものである。口縁部を欠失し、頚部から胴部の破片による復

原で、胴部最大径8.9cmを測る。体部は全体的に屍平で、肩が強く張る。口縁は体部側の頚部

内側に接合され、荒いへラ状の工具で調整されている。体部外面も荒いへラ状の工具で調整さ

れ、内面には指圧痕がみられる。黒褐色を呈し、砂粒を多く含む。

須恵器坪蓋（50～52）

49と同様、井戸状遺構第5層より一括して出土したものである。いずれも蓋坪（蓋)"で、復

原図化したもので、各部の計測結果は次のとおりである。

番号 口径 器高 天井部径 天井部高 口縁部高

50 14．5 4．8 13．3 2.4 1．8

51 12．8 4．6 12．4 2.4 1．8

52 12．9 4．75 12．3 2．4 1．95

第27表須恵器蓋坪(蓋)計測表

50，口縁部はやや外方へひらき、端部は丸くなるが、端部内面には段をもっている。口縁部

と天井部の境には稜を有する。天井部やや丸くなっている。天井部外面は回転へラ削り、口縁

部外面および内面はていねいな回転ナデ調整で仕上げる。ロクロは右回転である。色調は淡い

青灰色を呈し、焼成良好である。胎土は密で白色砂粒を含む。

51．52は法量・形態と極めて類似している。口縁部はほぼ直立して下るが、52はやや外方に

開いている｡端部内面に内傾する凹線を有する。天井部と口縁部の境は明瞭な稜をなし、天井部

は比較的平らである。天井部は回転へラ削りで、他は内外面横ナデ、天井部内面はていねいな§

不定方向のナデにより仕上げられている。色調はいずれも淡灰色を呈し、器面に灰の付着をみ

る。焼成は極めて良好である。

以上、土師器1、須恵器3点は井戸状遺構第5層から、馬歯・猪骨．鹿骨の自然遺物ととも

に一括して出土したもので、井戸状遺構の埋没時期を示す土器群である。特に須恵器坪3点は、

これまで県内から出土したものの中でも最も古式に属するもので、等1型式に比定できる。

(3)須恵器

杯蓋（第57図53～78，第58図79～109）
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坪蓋は計57点図示した。つまみを持ち口径復原ができたもの13点、つまみを持たないもの10

点、天井部が欠失しつまみの有無が判明しないもの23点、つまみ部分7点、輪状つまみを持つ

もの4点で、輪状つまみで全体の形状が明らかなのは1点のみであった。

蓋の製作技法は、天井部外面を回転へラ削りし、口縁部内外面を横ナデ、天井部内面を不定

方向のナデによって仕上げるという一定の手法力認められる。また天井部につまみを持つもの

については、つまみを接合の際、その周辺部のみをナデつけているだけで、天井部の大半は回

転へラ削り調整のままである。

また色調・胎土・焼成は①青灰色を呈し全体的にていねいなつくりであり、胎土は密で焼成

極めて良好なもの。②淡灰色ないし黄色味を帯びた灰色を呈し、胎土は比較的良く、焼成にや

やむらがあるもの。③灰白色を呈し、胎土は比較的密であるが焼成不良なもの◎があり、これ

らの観察結果は各計測表の備考覧に示した。

蓋には天井部に、I＝つまみがないものと、Ⅱ＝つまみが有るものとがある。これらを口径
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によって法量を比較すると、口径15cmの小型のものから、口径19.2cmの大型のものまである。

そこでまず、つまみの有無が明確な個体を抽出し、その法量を比較したものが第表である。

つまみの有無を法量との関係で比較すれば、つまみの無いものが小型に比較的多く、つまみ

の有るものが大型のものに多いことがわかる。さらにこれらを法量によって類別すると次のよ

うになる。、

(1)つまみを持たないもの

A類口径13～14cm，器高2cm未満

B類口径14～15cm、器高2～3cm

C類口径16～17cm、器高2cm以上

D類1点のみで、土器成形後につぶれ

たもので、本来的にはA類に属す

Iつまみのないもの

NO 口径 器高 端部 備考 出地

1－A 58 13．3 1．7 、 ② 0－15

59 13．4 1．8 、 ① Ⅲ層

62 13．6 2．0 ④ ③ Ⅳ層

I－B 56 14．7 2．2 、 ③ Ⅳ層

60 14．1 2.2 ② ① Ⅲ層

69 15．0 2．8 、 ③ Ⅳ層

71 14．6 2．1 ⑥ ① L－15

75 14．3 2．5 ⑤ ① Ⅳ層

I－C 84 16．8 2．4 、 ② Ⅳ層

I－D 66 13．0 1.0 、 ③ 0－16

まみの有るもの

NO 口径 器高 端部 備考 出地

Ⅱ一E 64 12．5 (1.4） ② ③ Ⅳ層

65 13．8 (1.3） 、 ③ J－14

Ⅱ－F 77 15．7 2.4 ⑥ ② I層

78 16．4 2.4 、 ② J－17

79 16．2 3.0 ⑥ ① J－14

81 17．2 1.2 、 ② P－15

83 17．6 1.8 ② ① Ⅳ層

85 16．6 1.8 、 ③ Ⅳ層

86 16．1 1.5 、 ① Ⅳ層

87 16．4 2.3 、 ② H－11

Ⅱ－G 92 18．9 2.2 ⑤ ② Ⅳ層

96 18．8 2.4 ⑥ ① Ⅳ層

97 19．6 2.4 ⑥ ② Ⅳ層

99

(2)つまみを有するもの

E類口径14cm以下、器高2～3cm

F類口径15～17cm，器高2～4cm

（さらに個体数が増えることに

より、細分が可能である｡）

G類口径18cm以上、器高2cm以上

Ⅳ口径のみわかるもの

分類 番号 口径 器高 端部 備考

Ⅲ 53 13．4 2.5 ＠ 1

54 15．8 (1.7） ＠ 1

55 15．0 (2.2） 、 1

57 14．6 (2.6） ⑥ 1

61 13．4 (1.9） 、 1

63 13．2 2.0 ⑤ 3

67 13．8 1.7 ⑤ 3

72 16．0 1．65 ⑥ 1

74 14．9 1.2 ⑥ 1

88 16．3 2.4 ⑥ 1

89 16．4 2.6 ⑤ 1

Ⅲ 68 14．4 － ④ 3

70 15．2 － 、 1

73 14．6 － ② 1

76 15．4 － ⑤ 1

80 17．1 I■■■■■■■ ⑥ 1

82 16．9 － ⑤ 1

90 17．8 一 、 1

91 17．5 － 、 1

93 19．2 I■■■■■■■ 、 3

94 18．6 － 、 3

95 19．2 q■■■■■■ 、 1

98 19．1 － ④ 3

須恵器坪蓋計測表

出地

I層

Ⅳ層

Ⅳ層

Ⅱ層

Ⅳ層

Ⅳ層

Ⅳ層

1－15

Ⅳ層

Ⅳ層

Ⅳ層

Ⅳ層

Ⅳ層

Ⅳ層

I層

Ⅳ層

Ⅳ層

J－15

Ⅳ層

Ⅳ層

K－17

Ⅳ層

Ⅳ層



また第29表は、前述のI.Ⅱの蓋に、Ⅲ天井部の中心を欠失するためつまみの有無が判明し

ないものと、Ⅳ天井部を欠失するためつまみの有無および器高が判明せず、口径のみ判るもの

を加えて比較したものである。この場合にも、Ⅲ・Ⅳは本来I．Ⅱいずれかに吸収されるもの

であろうが、第28表の場合と類似した点の集合がみられる。

また、口縁部とくに端部の形態には各種各様のものがあり、これ

らを厳密に細分することは難しいが、おおむね7類に分けることが

可能である。

④口縁部の屈曲はみられず、下方に内蛮気味にカーブを描

き端部は丸くおわる。口縁部は肉厚である。天井部がやや

ふくらむものに多くみられる。

⑤口縁部の屈曲はみられず、端部外面を強く横ナデされる

ために明瞭な稜をなし、先端は尖り気味となる。

＠口縁部は屈曲して、下方向にやや外蛮気味に長くのびる。

外面に明瞭な段を有する。

＠口縁部は一度外方へ突出したあと、内方より下方に短か

く突出する端部をもつ。特殊な形態であり、出土例は1点

のみである。

＠口縁部が内方に屈曲し、内面に明瞭な段を有する。坪身

口縁部との固定を強める効果を与えている。

口縁部は小さく屈曲するが、端部は外反無味に小さく突

出する。

＠口縁部は端部近くで屈曲したのち外上方へのび端部が角

ばっている。

⑤

⑥

⑥

⑥

⑤

①

、

つまみは各種の形態のものが出土しているが、蓋部との関連を第49図須恵器坪蓋口縁
部模式図

知ることのできるものは極めて少ない。これらを類別すると以下のようになる。

(1)宝珠形で高く項部が突出ないし突出気味のもの。（77．99）

(2)いわゆるボタン状の大きく屍平で、項部が丸味をもつもの（100）

(3)同じくボタン状であるが、(2)に比べて小型である。頂部の周縁部はやや下り、中央部が

小さく突出するもの。またその場合、項部の中心が周縁部より高くなるものと低くなる

ものとがある。（78．86．101．102．103．104）

(4)つまみの基部にくびれがなく、断面形が屍平な方形ないし逆台形をなすもの（79．85）

(5)つまみの基部はくびれるが、頂部凹状をなすもの（105）

(6)輪状のつまみを有するもの。なお、つまみの径は0.5cm前後の小さいものと（106～

IOO



108）0.75cmを超える大きいものとがある（109）

以上の類別結果を前述した口縁端部の形態と比較すれば、まず(1)のつまみは口縁端部⑤と結

びつき（77）、(3)．(4)のつまみは口縁端部⑤と結びつき（78.79.85.86）、(6)の輪状つまみ

は口縁端部③と結びついている。(109)｡言いかえれば、77では比較的古い形態を示すつまみ(1)

をもち、口縁端部＠との組み合せとなる、この傾向は78.81.85.86の蓋にもみられる。また

109の輪状つまみの蓋は､比較的退化した口縁端部⑥と組み合せとなる。すなわち、つまみの形

態的変化と、口縁端部の形態変化には一定の法則らしきものが認められるのではなかろうか。

坪（第59図110～118）

坪は計9点出土した。特に111で

は全体的に丸味を持つが、他はいず

れも平底に直線的に外反する体部を

もつもので、形態上に大きな差異は

認められない。底部外面は回転へラ

削りされ、体部内外面は横ナデ、底

部内面は不定方向のナデが施される。

これらの法量を比較したものが第

表および表である。
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第31表須恵器坪身法量比較表

個体数が少ないため速断はしかねるが、おお

むね口径12cm前後、器高4cm以内の小型のもの

と、口径14cm以上、器高4cm以上の大型のもの

とがあり、前者を坪I類、後者を坪II類とした。

高台付坪第59図119～～130、第60図131～150，

第61図151～162）

高台付坪（椀）は各器種のうち最も多く出土

したが、図化可能なものを選び43点を図示した。

43点のうち、完形品を含め全体の復原ができた

ものは15点で極めて少なく、他は底部のみの破

､きたものと、底径復原できたものに分けて法量復原でき片で、復原

の比較

その結果、法量によって、A類＝口径12～14.5cm、器高3～5cmの範囲内に入るもの、B類

＝口径14～16cm、器高5～6cmの範囲内に入るもの、C類＝口径16cm以上で、器高6cm以上の

3つのグループに大別することができる。しかしA・B類では各個体にばらつきが目立ち、さ

らに底径と器高による比較では、その差をさらに増しているのことは第33表に示した底径

101

／宝、 0

(＆」'二J

分類 番号 口径 器高 底径 出土地

I

110

111

112

113

114

115

116

12．2

12．0

11．6

12．3

12．1

12．6

12．2

4．0

3.8

3.9

4.0

4.6

3.8

4．2

8．6

7．0

7．4

8．2

7.4

8．3

7.5

Ⅳ層

L-l4(Ⅳ層）

I一層

I層

Ⅳ層

Ⅳ層

Ⅳ層

Ⅱ

117

118

14．4

－

4．1

－

10．0

9.5

Ⅳ層

Ⅳ層



o底径のみ測定できたもの
I‐

・口径・器高・低径とも測
定できたもの’
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高
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00
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000◎ 0 00

◎
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◎
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00
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第33表須恵器高台付坪・塊法量比較表

らに底径と器高による比較では､その差をさらに増している。このこ

とは第33表に示した底径のみ復原できたものを加えることにより、

その細分が可能であるが、この点については将来的な問題として、

大別にとどめておく。また法量によって、従来の器種名をあてはめ

れば、A類を高台付j不、B・C類を高台付坑と呼称する。

次に高台の貼付け位置によって、①外底部周縁よりかなり内側に

貼付けるものと、②体部と底部にかけて丸味を持つために、やや不

明瞭であるが、周縁部よりやや内側に貼付けるもの、③外部周縁部

すなわち高台の外側が体部の延長上に位置するものとに分けること
ができる

また高台は、断面形によって次の7類に細分することができる。

③高台の基部は強くくびれ、外面に稜をなし、さらに下部は
内傾する。

⑥高台の基部はくびれ、外面に稜をなす。断面形はほぼ方形

に近いが、内面が内傾するもの。

⑤断面形は方形を呈し、角ばり、全体として外方に開くよう

に貼付けられているもの。

⑥全体に丸味をもち、外方に外沓するように貼付けられている。

⑤断面形は肩平な方形であるが､高台基部が強くくびれるもの。

断面形が肩平な方形ないし台形をなし、端部は角ばっている。

②肉薄で高台は高く、やや外方に開くように貼付けられるもの。

第50図須恵器坪高台

模式図
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第34表須恵器坪蓋計測表

皿（第61図163～171）

小破片を含めると約30個体以上が出土しているが、

うち復原図示できたのは計9点にすぎない。口径13.2

cmの小型の皿から、口径30cmを超える大型のものまで

あるが、形態・技法上特筆すべき差異はみられない。

体部は直線的に外反するものと、わずかに外雪気味に

立ちあがるものとがあるが、立上りの角度はおおむね

45．前後である。口縁部は内面より比較的強くナデつ

あるが

けられるために、稜をもつもの（163．165．167．169．

170)があるが、端部は例外なく丸味をもっておわる。

桶ナデ調整し、内底部は不定方向のていねいなナデを

第35表須恵器皿計測表

底部は回転へラ削りきれ、体部内外面は横ナデ調整し、内底部I

施している。以上各個体の法量は第35表に示したとおりである。
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分類 番号 口径 器高 底径

高台の

貼り付

け位置

舵
の
縦

出土

地
分類 番号 口径 器高 底径

高台の

貼り付

け付置

飴
の
雌

出土

地

1－A 119 13．6 4．35 7．8 ① ④ J－15 1－ A 141 12．4 3．95 9.4 ② ⑤ L－16

120 －
一 10．4 ② 、 Ⅳ層 1－A 141 12．3 4．35 7．2 ③ ① P－17

121 一
－ 9.9 ③ 、 Ⅳ層 143 13．0 4．55 8．0 ① ① Ⅳ層

122 一
一 8.9 ① 、 Ⅳ層 144 一 一 9.4 ① ① I層

123 一 一 7．2 ① 、 I層 145 －
－ 8.7 ② ① Ⅲ 層

1 －A 124 14．4 3.9 8．6 ① 、 Ⅳ層 146 一
－ 9.0 ① ① Ⅳ層

1－A 125 13．6 3.3 9.5 ① ⑥ I層 147 －
一 9．0 ③ ⑦ Ⅳ層

1－A 126 13．8 3.8 9.8 ① ⑥ Ⅳ層 148 －
一 8．6 ③ ① Ⅳ層

127 ■■■■I■■■■
－ 8．5 ② ⑥ H－7 149 －

一 8.8 ③ ① Ⅳ層

128 －
9‘ 9．75 ① ⑤ Ⅲ層 150 一

一 9.0 ② ⑦ I層

129 一
－ 9.25 ② ⑤ Ⅳ層

高台付
C

151 17．6 6．45 10．6 ② ⑤ L－17

130
－

一 9.8 ③ ⑤ I層 〃B 152 15．7 5．6 10．9 ① ① K－16

1－A 131 12．3 4.3 8．2 ① ⑤ Ⅳ層 〃B 153 14．5 6.0 8.6 ① ① Ⅳ層

1－A 132 12．65 4．1 8．7 ① ④ Ⅳ層 154 －
一 11．2 ② ⑤ J－18

1－A 133 13．5 3.3 8.8 ② ④ J－15 155
一

’■■■■■■■ 12．0 ③ ⑦ I層

1－A 134 13．0 4.3 9.2 ② ④ K－14 156 一
一 12．4 ② ⑦ E－19

1－A 135 14．0 4．3 10．0 ② ⑤ L－14 157
－

－

－ 9.5 ① ⑦ Ⅳ層

136 I■■■■■■■
一 9.9 ② ⑤ I層 158 一

一 11．0 ② ① I層

137 。■■■■■■
一 7.7 ① ⑤ Ⅳ層 159 一

一 13．0 ② ⑦ I層

138
一

■■■■■■■■■l■ 8．7 ② ⑤ Ⅳ層 160 －
l■■■■■■■ 10．1 ② ① Ⅳ層

1－A 139 14．3 4.6 10．0 ② ⑤ Ⅳ層 161 11．95 ② ① Ⅳ層

1－A 140 13．0 4．3 7.4 ① ② 0－15 162 8．2 ③ の P－15

番号 口径 器 高 出土地

163 13．2 1．7 Ⅳ

164 一
I ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ Ⅳ

165 15．3 2．0 Ⅳ

166 15．6 2．5 Ⅳ

167 16．4 2．25 Ⅳ

168 16．8 2．45 Ⅳ

169 18．7 2．65 K－14

170 19．1 3.1 1－14

171 30．2 2．15 K－14



3Ⅲ区出土土器

(1)土師器

謹形土器（第62図1～7）

出土量は極めて多いが、小破片で、全体のプロポーションがわかるもの皆無であった。いず

れも口縁部破片により復原したものである。全体的にナデ肩のものが多く、頚部は「く」字状

に屈曲するもの（1～4）と、さらに外沓気味に強く屈曲するもの（5～7）とがある。頚部

から口縁部にかけて復原するものが多く、端部はやや角ばっている。外面の頚部以下は荒い刷

毛目調整力揃されるが、頚部外面から口縁部内外面にかけては横ナデ調整される。また頚部外

面に指圧痕を残すもの（2．5）がある。内面はタテ方向ないじナナメ方向のへラ削り力椛さ

れるが、頚部を細かにへラ削りして調整したもの(7)も認められる。なお復原口径は最小で2の

25.7cm，最大で7の29.2cmで最も多いのは26～27cm大のものであった。

番号 口径 出土地点

1 26.3 流路4A層

2 25．7 〃

3 27．5 〃

4 26．2 〃

5 27．2 〃

6 27．5 〃

7 29.2 〃

第36表土師器窪計測表

坪（第63図8～17）

先にⅡ区において杯の類別を試みた。その結果をふまえれば、Ⅲ区流路内出土の坪はいずれ

もI類の精製土器であり、Ⅱ類の底部を静止へラ削りする粗製のものは出土していない。口径

はα類に比べやや大きいが、器高2.8cmでかなり浅い杯である。体部は大きく外反して立ちあ
がる。

体部と底部の境が明瞭で、体部がやや内沓気味に立ち上がる。底部はていねいな回転へラ削

り調整し、体部内外面もていねいな横ナデにより仕上げている。なお12～17の坪は内外面赤色

顔料が認められる。また16．17では内面にていねいなヨコ方向のへラ磨き力流されたあと赤色

顔料を塗布している。
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高台付坪（第63図24）

24は口径11.1cm、器高4.2cmで

やや小型である。坪部は半球形状

で、外底部周辺部よりやや内側に

高台が貼付けられる。黄褐色を呈

し、調整はていねいでシャープで

ある。

61
1 0 0 0 Ⅱ

L

c、

5

4 一

3

2

1
l■■■■■■

9 101112131415高台付椀（第63図18．19．25） I
c、

出土数が少なく、形態の全容を 第37表III区土師器杯法量比較表

知ることが出来るものは少ない。18．19は底部の破片、やや肉薄で高い高台を有するものであ

る。高台は18がほぼ垂直に、19ではやや外反気味に貼付けられている。外底部は回転へラ切離

しのあと無調整で、他は横ナデ調整で仕上げている。なおこの高台はI．Ⅱ区では出土してお

らず、それらとは一線を画する一群であろう。ここではこの一群の塊をⅡ区出土のA・B類に

ひきつづき塊C類と呼ぶことにする。

25は底部破片である。高台は高く、やや内沓気味に開き、端部は丸くおわる。塊A類（第

図33～35）と類似する。

第38表Ⅲ区土師器計測表

皿（第63図22．23）

全体的に肉厚で口縁部は外沓気味に短かく立

上る。内底部は回転へラ削り調整し、外底部は

不定方向のナデ、口縁部は横方向のていねいな

横ナデで仕上げている。23は内外面とも赤色顔
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料の塗布が認められる。

高台付小皿（第63図26）

体部は大きくラッパ状に開き、口径12.7cm、器高3.7cm、底径6.9cmを測る。高台は外沓気

味に開き、高さ1.1cmでこの器種としては低い。黄褐色を呈し、器面は荒い横ナデ調整で仕上

げている。

黒色土器（第63図28．29）

いずれも底部の約％の破片で、内面のみ黒色が認められる。高台は低く断面形は逆台形をな

すもの（28）と、小さく外沓するもの（29）とがある。器面の調整は粗雑で、黒色部分のへラ

磨きも認められない。

(2)須恵器

坪蓋（第64図30～39）

蓋にはつまみを持たないもの、（1）ともつもの（Ⅱ）とがあるが、小破片が多く半数以上

のものは、天井部の中央を欠失しているため1．Ⅱ類の分類は困難である。

まず法量によって類別するとⅡ区出土例と同様に3ないし4つのグループがある。

A類口径13～14cm、器高2cm未満（30～31）

B類口径14～15cm、器高2～3cm（32．34．37．38）

C類口径16cm以上、器高2cm以上（33）

つまみを有するⅡ類の蓋ではE類口径14cm以下のもの（36）、F類口径15～17cmのもの(39)、

G類口径18cm以上のもの（35）がある。またつまみは宝珠形の高いもの（35）と、ボタン状の

屍平なつまみで中央部がやや高くなるもの（36）とがある。口縁端部の形態（第49図）では、

⑤．、･＠類があり、＠類が最も多い。

調整技法はいずれも天井部を回転へラ削り、天井部内面を不定方向のナデを、口縁部内外面

は横ナデして仕上げる。なお30では天井部もていねいな横ナデを施している。

坪（第64図40～51，第65図52～63）

計23個体図示した。いずれも法量・形態・技法上の差異は認められない。まず法量では口径

11.6cmのものが最少で、13.0cmのものが最大である。器高は3～4cm以内にすべておさまる。

これらを比較した第表では、点の集合にばらつきがなく、ほぼ円形にまとまっている。

形態上では、体部が直線的に外反して立上るもの（43．52～56）と、外沓気味に立上るもの

などの細かい変化がみられるが、類別できるほどの大きな変化は認められない。

技法上は底部を回転へラ削り、内底部を不定方向のナデ調整を施したあと、体部内外面を横
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6 I
ナデ調整により仕上げる。なお44

・50．52．57．60．63は灰白色を

呈し焼成不良であるが、他はすべ

て青灰色ないし暗灰色で焼成良好

である。

11100 L

c、

5

4

3
■■■

高台付坪・塊（第65図64～70

第66図71～87）

高台付坪（蝿）は最も多く出土

2

1
「

一

I
U OUUU

910 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5c、

している。うち31点を図示した。 第39表III区須恵器士不比較表

これらはまず法量によってA類＝口径13～14cm、器高5cm以下のもの、B類＝口径14～15cm、

器高5cm以上のもの、C類＝口径16cm以上のもの、またさらにD類＝口径12.8cm、器高5.7cm

の各グループに分けることができる。Ⅱ区の場合と同様、A類は高台付坪、B・C．D類は高
（註l）

台付坑と呼ぶことができる。

64～66は、やや丸味をもった体部に高台④を有するものである。法量は3点とも口径13.5cm

前後、器高4.7cmおよび4.8cmでほぼ一致している｡体部は内沓気味に立上り口縁部は小さく

外沓するもの（64）とストレートのもの（65．66）がある。外底部は回転へラ削りのあと高台

を貼付け、高台の内面を強くナデつけているために内沓気味になっている。体部は内外面とも

横ナデ、内底部は不定方向のナデを施している。3点とも青灰色を呈し、焼成良好である。

67～70はA類（高台付坪）高台①を有するものである。体部は底部から急に屈曲して直線的

に立上る。高台は低く底辺周縁よりやや内側に貼付けられる。外底部は回転へラ削りされ、内

底部は不定方向のていねいなナデ調整を施し、体部内外面から底部にかけて横ナデにより仕上

げている。67．69は灰白色を呈し、砂粒を多く含み焼成不良であり、68．70は青灰色で焼成良

好である。

71はD類高台付腕であり、高台は①類である。復原口径12.8cm、口径5.6cmで塊としては小

型である。黄灰色を呈し、体部内外面を横ナデ調整で仕上げる。

72～75，77，78はB類高台付蝿で、高台は72が⑥類、他はすべて①類である。口径15cm前後、

器高6cm以上であるが器高においてややバラつきがみられる。体部は直線的に立上るものと、

わずかに内蛮（77)､外蛮（72）気味に立上るものとがある。高台は底部周緑に貼付するもの

（72～73）と、やや内方に貼付けるもの（74～78）とがある。底部は回転へラ削りのあと未調

整。体部はやや荒い横ナデを施している。なお高台はすべて①類である。

76はC類高台付坑で口径16.45cm，器高5.7cmで、B類に比べると、口径がさらに大きくやや

浅いものである。体部は直線的に大きく開きながら立上る。高台はやはり①類である。
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79～87はBない

しC類の高台付蝿

であるが口縁部を

欠失するため詳細

は判明しない。高

台は①類ないしそ

の範晴に入るもの

が多く、底部周縁

に沿ってあるいは

周縁近くに貼付け

られる。これらの

法量は第表に示

した。

95～100､高台付

坪（蝿）の外底部

破片である。96．（

Iロ0‘

8
一

C、

7 一

6
■■■

5

4

3

2

1

0

110111213141516
UU I

1718 19

第40表IⅡ区須恵器高台付坪・高台付士宛・皿法量比軽表

rである。96.97は高台＠類、98～100は高台①類である。

101は高台鯛を有する高台付坪（塊）である。

皿（第67図88～94）

計9点出土した。口縁部は底部との境が不明瞭で内沓気味に立上るもの（90．93．94）と、

屈曲して立上るもの（88．91．92）とがある。底部はほぼ水平面を保つが、88．90．94ではや

やふくらみをもち、91では底部の中央が周縁より高くなり、また底部と体部の境力堀曲し、さ

らに屈曲して外電気味に外反している。口縁部はいずれも丸くおわっている。底部は回転へラ
削り、体部内外面は横ナデ調整で仕上げられる。

突帯付壷（第67図102）

流路4A層から出土したものである。全体的に厚いつくりで肩部は強く屈曲し、頚部は強くく

びれる。口縁部を欠失するが、ラッパ状に開くものと思われる。肩部および肩部と頚部との中

問に突帯を貼付けている。2条の突帯のうち肩部の突帯は断面三角形を呈し、上部の突帯はや

や小さめである。底部は平底で、周縁部に沿って高台を貼付ける。高台は外沓気味に下り、端

部は角ばっている。底部は回転へラ削りを施し、胴部中位以下では回転を利用した横方向のへ

ラ削りによって調整する。他部は内外とも横ナデ調整により仕上げている。青灰色を呈し、焼
成は極めて良好である。
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鉢（第67図103～105）

いずれも流路Ⅳ層出土したものがある。体部はやや内蛮気味に立上り、口縁部では内傾気味

となる。103は黄褐色を呈し、口縁部外面に「V」字状のシヤープな沈線を2本めぐらす。そ

の間隔は0.9cmを測る。さらにその下部では回転を利用したタテ方向（上→下）のへラ削りに

より調整している。他は内外面ともていねいな横ナデ調整で仕上げられるが、口縁端部内面は

やや内傾している。104は青灰色を呈する。口径19.5cm、器高11.8cmを測る。全体として厚い

つくりである。外底部および体部外面下部にかけては回転を利用したへラ削りを施し、他は内

外とも横ナデ調整であるが、とくに外面ではていねいに仕上げている。

105は把手付鉢である。口径17.5cm、器高14.55cm、底径8.3cmを測る。口縁端部より4cm

のところに小型の把手を貼付けているが、その数は判明しない。体部中位以下から底部は回転

を利用したへラ削り、他は横ナデ調整により仕上げる。

(3)その他の遺物

須恵質土器（第68図1～5）

前節で述べた土器類の他に、形態上は須恵器に類似し、土師器にみられる手法が認められる

もの、あるいは、通常須恵器にみられる手法と土師器にみられる手法が併されている一群の土

器を、ここでは「須恵質土器」と呼び一括して述べる。計5点出土しているが、いずれも小破

片である。4はI区A－I層で他はすべてⅢ区流路3層から出土したものである。

1．謹形土器口縁部破片により復原したものである。撫肩で口縁部は外沓気味に開き、端部

はやや肥厚し角ばっている。肩部は横ナデするが、この場合、格子目タタキの側端部を利用し

たものであろう。さらに体部外面は格子目タタキにより整形し、口縁部内外面は横ナデ、肩部

内面はナデ調整している。黄白色を呈し、大小石粒を多く含んでいる。色調．胎土．焼成とも

土師器の場合と極めて類似している。

2．蜜口縁部破片である。頚部は強くくびれる。口縁部は外沓気味に立上り、端部は外面に

段を有し、さらに小さく突出している。胴部外面は格子目タタキ、内面を同心円タタキにより

整形したのち、口縁部内外面を横ナデ調整している。格子目の単位は1の場合と同じである。

黄褐色を呈し、砂粒を多く含む、焼成は不良である。

3～5は、雲の胴部破片である。外面を格子目タタキ、内面をタテおよびナナメ方向のへラ

削りが認められる。3は黄褐色で外面は黒味を帯びている。4は灰白色、5は黄白色で外面に

赤色顔料が認められる。

文字ある土器（第68図4）

器面にへうで文字を刻んだ土器が2点出土した。一つは前述した須恵系土器に刻まれたもの
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で、仮余」と読むことができる、乗は衆であり、衆の俗字である。古代にあっては、寺院の中
枢機構に付属する施設として、厨房・窯屋や各種の倉庫・雑舎があって、日常生活全般をまか

なう機関であった。こうした機関を食堂および大衆院と呼んでいる。また「大衆」を僧侶の総

称としても使用していた。もう1点は、土師器高台付坪の外底部に施されたもので、「寺」と

読める。昭和30年の調査において、丸瓦凹面にも「寺」と刻まれたものが出土している。文字

ある土器の中でも、ヘラ描き土器は墨書土器と基本的に目的を異にしている。すなわち、へラ

描き土器は、土器製作のある段階で生産者によって施されるのに対し、墨書土器は需要者側で

施される場合が考えられる。したがって前者では、土器製作集団が、特定需要者に対して一種

の「目じるし」として刻む場合が想定され、後者はその土器の使用場所・目的を記すのではな

かろうか。

弥生式土器・越州窯青磁（第69図1～3）

1は弥生式土器でI－D区II層から出土したものである。胴部下半を欠失する壷で、口縁部

はやや内蛮気味に立上り、端部は角ばっている。頚部外面に粘土ひもを用いた貼り付け凸帯が

めぐらされている。いわゆる「成川式土器」との関連をうかがわせる。

2は越州窯青磁皿でI－D区Ⅱ層より出土したものである。復原底径11.1cmである。いわゆ

る蛇目高台で、全面に施軸され、見込みとたたみつき部分に目痕が残っている。色調は緑灰色

で露胎部分は灰白色を呈している。3は越州窯青磁腕でI－D区Ⅱ層から出土したものである。

幅の広い高台はやや上げ底気味に削り出されている。施紬は内面にのみみられ、黄緑色を呈し

ている。みこみの部分に目痕がみられ、露胎部分は灰白色を呈している。

瓦器・陶磁器

1は瓦器釜で体部は強く張り、口縁部は肉厚で直立するが、内面はやや内傾している。頚部

に稜を有し、押捺花文帯となっている。灰褐色を呈し砂粒を多く含む。

2～4は瓦器鍋の破片である。2は口縁下に突帯を貼り付け、口縁部がやや肥厚し、端部は

水平面となる。口縁端と突帯との中間に押捺五葉文がめぐる。3は2条の突帯で区切り、この

間を連結するタテ方向の沈線を施している。4は口縁部を欠失するが、突帯の上部に刻印花文

が連続する。5は瀬戸おろし皿である。口径14.1cm、器高4.0cmを測る。内底部に縦横の荒い

溝を刻む。外底部は回転糸切り離しのまま無調整、やはりロクロ水びきで仕上げる。内面およ

び外面の一部に灰褐色の粕力認められる。灰褐色を呈し胎土密である。

6．7は摺鉢底部破片である。底部は肉厚で体部に移行するに従い薄くなる。内面は方射状

のクシ目（6）､不定方向のクシ目（7）が認められる。底部は両者とも回転糸切り離し、無調

整である。赤灰色を呈し、胎土は密で焼成良好である。
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瓦製円盤（第71図）

出土遺物の中で特異なものとして、瓦製円盤があり、あわせて12点出土した。3．5．7．

12の4点はI区、4．9．10の3点はⅡ区、1．2．6．8．11の5点はⅢ区から出土したも

のである。以上のうち出土層位が明らかなものは2．7．11がⅢ区流路3層、4がⅡ区Ⅲ層、

5がI区（I－D）Ⅱ層で、他は各調査区の表土から出土したものか採集したものである。

5は瓦器質土器を再加工したもので、他はすべて平瓦を再加工したものである。瓦を用いた

ものでは、平行タタキ目、格子タタキ目、無文の3種があるが、他のタタキを使用した瓦を利

用したものは発見されていない。加工方法は交互に打ち欠いたままのものと、さらに周辺を研

磨して丸味を持たせたものがあり、前者の方が圧倒的に多い。大きさは直径7cm前後の小型品

と、直径9～11cmの大型のものとがある。

I■■■■■■■■■■■■■

出 土地点

Ⅲ

Ⅲ区流路3層

I

Ⅱ区Ⅲ層

I区（I－D）Ⅱ層

Ⅲ

Ⅲ区流路3層

Ⅲ

Ⅱ

－

3
－

4
－

5

６
７

8
－

Ⅱ

Ⅲ区流路3層

I

11

12

どのような用途であるかは不せよ、後世の2次的加工でいずれに

ともできるのではなか求めるこ遺物の年代については、5の瓦質土器にこの上限を明である。

ろうか。

古銭

Ⅲ区流路3層から古銭1点が出土した。表面が腐蝕している

ものの「嘉祐通宝」と読める。「嘉祐通宝」の鋳造初年は北宋

の謂右元年（1056年）である。
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加工材 加工方法 大きさ（単位c､） 厚さ 重量

平瓦（平行タタキ） 交互剥離 7.7×7．0 2.4 160

平瓦（平行タタキ） 交互剥離→研磨 7．2×7．2 2．4 139

平瓦（格子タタキ） 交互剥離 7．7×6．9 1．8 115

平瓦（格子タタキ） 〃 6．7×6．3 1.8 82

瓦質土器 交互剥離→研磨 6．5×6．3 1．3 60

平瓦（平行タタキ） 交互剥離 7．0×6．7 2．5 134

平瓦（無文） 〃 7．4×7．0 2．1 121

平瓦（無文） 〃 8．2×7．0 2．0 132

平瓦（格子タタキ） 〃 7.0×6．7 2.1 105

平瓦（無文） 〃 10．2×8．2 2.5 261

平瓦（格子タタキ） 〃 11．1×9．5 2.0 275

平瓦（格子タタキ） 〃 9.0×7．5 2.1 198



I
NQ 口径 器高 高台付坪・境 NQ 口径 器 高 低径

蓋A 30 13．0 1.3 ⑤ 高台付坪・腕 64 13．6 4．7 9.4

A 31 13．1 － 、 65 13．45 4．8 8.1

B 32 15．1 2.0 e 66 13．5 4．55 9.1

C 33 16．4 2.6 e 67 13．8 4．45 8.7

B 34 15．5 1.7 e 68 13．2 3．95 9.7

ツ 35 21.6 2.0 e 69 13．8 3．95 8．2

ツ 36 14．7 2．2 C 70 13．5 4．7 8．5

B 37 14．9 2．55 C 境 71 12．8 5.6 8.1

B 38 15．8 2.15 6 72 14．6 5.8 10．3

ツ 39 16．6 1.45 C 73 15．2 6.3 8.5

74 14．8 6．65 8.9

NQ 口径 器高 低径 75 14．6 6.9 8.45

坪 40 12．6 3.4 76 16.45 5.7 8.9

41 12．4 3.6 77 14．65 5.1 8.5

42 12．1 3.4 78 15．5 5.5 8.1

43 11.95 3.6 79 － － 9.5

44 12．0 3.3 80 － － 8.7

45 11．6 3．7 81 一 － 9.85

46 12．2 3．6 82 一 一 11．2

47 12．4 4.05 83 － 一 11．0

48 12.45 4．2 84 － － 9．35

49 12．8 3.95 85 － － 9．0

50 11．7 4.2 86 一 － 8.2

51 11．8 4.0 87 － － 8.5

52 11．7 4.5 95 － － 10．1

53 12．25 3.75 96 － － 9.1

54 12．2 4.1 97 － 一 8.4

55 12．1 4．15 98 － － 9.2

56 12．5 4.1 99 － － 8.0

57 13．0 4.15 100 － － 7.8

58 12．6 4．5 101 － － 6.8

59 12．6 4．25

60 13．2 4.2 皿 88 14．4 2．1

61 12．9 4．25 89 14．35 2．1

62 13．0 4．45 90 13．6 2．1

63 11．9 4．35 91 14．0 2．1

92 14．3 2．1

第42表IⅡ区須恵器計測表
93 15．4 2．1

94 16．2 2．6
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出土土器集成

凡例

(1)出土土器は原則として、実物の3分の1の大

きさに統一するようつとめたが、例外的に2分

の1のもの（第69図）がある。

(2)出土土器の番号は、調査地区ごとに、1．2

・3の順に通し番号を用いた。またこの番号は

図版（写真）中の番号に一致する。

(3)実測図の左端に印した●あるいは①等の記号

は、その遺物の残存度合を表わしたものである。

たとえば、●は完形および完形に復原できたも

の、①は全体の2分の1を残す破片から復原図

化したものであることとを示している。したが

ってこれらの記号の本来的な目的は、遺物の残

存度合を明らかにするとともに、破片による復

原の場合、その法量の信頼度をも明確にしよう

としたものである。

(4)名図版の構成に際して、各地区とも土師器、

黒色土器等を前半に、須恵器を後半に配置した。

したがって、同一図版中に両者が混在する場合

がある。
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、

第4章調査の成果と問題点

今回の調査は、興善寺跡の伽藍中枢部に直接手を加えるものではなかったが、検出した遺構

と遺物から、寺院の輪郭と細部の問題に関して、新たな事実と、いくつかの問題点とを生む結

果となった。ここでは、そうしたいくつかの問題についてふれ、まとめとしたい。

（1）寺院の建立まで

寺院がこの地に造営される前段階においても、当然のことながら、各時代の足跡が残ってい

たはずである。しかしそれらの多くは、寺院の建立に際して破壊されたことが想像される。山

地が海岸線にせまる古代の八代平野においては、極一般的な現象であった。

今回の調査では、古墳時代土器群を伴う井戸状遺構を検出した。それらの年代は5世紀の後

半に位置づけられ、この時代の集落の存在が考えられる。また遺構は全く検出できなかったが、

6世紀～7世紀の土師器・須恵器等もかなりの数が出土している。本遺跡の北、竜峰山山麓一

帯は八代平野における古墳群の密集地点であり、そのほとんどが6世紀代以降の後期古墳であ

る。また遺跡の南の水田地帯には、さらに年代的にはさかのぼる5世紀代の古墳群が連綿と続
(註1）

き、南端は球磨川河口付近まで達している。こうした古墳群の分布を見ると、特に本遺跡を中

心とする一帯は、いわば古墳の空白地帯となっているのである。このことは前述したように、

寺院の存在と必ずしも無関係とは言えず、むしろ寺院の建立に伴ってその多くが破壊されたこ

とを物語るものではなかろうか。

また出土量としてはわずかであるが、弥生時代後期の土器が出土している。最近八代市岡町

境遺跡からは、やはり弥生時代後期の竪穴住居吐が検出されている点などを考えれば、八代平
（註2）

野における弥生時代遺跡の実体については不明点が多いものの、平野に沿った丘陵斜面から一

部平野部の微高地にかけては、まだ多くの弥生遺跡が埋れているにちがいない。今後の調査を

待ちたい。

（2）寺域について

興善寺跡については、昭和35年の調査によって、寺域および伽藍配置についての復原がなさ

れている。これについては、第1章においてその概要を紹介したが、今回の調査によって、従
（註3）

来推定されていた寺域とはやや異なることが明らかとなった。

すなわち'1区南側一帯からⅢ区流路にかけて出土したおびただしい量の瓦や土器群は、直接

的に寺院に結びつくもので、遺物とその出土状態から興善寺の造営時期の遺構であることは確

定してよいであろう。したがってII区築地状遺構と仮称した土塁は、寺院を区画したところの
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⑧

「築地」と考えられる。

築地を確認した長さはわずか6m余りであるが、II区南側に隣接したⅢ区で東西方向に流路

が走り、ここを境として南側には遺物の分布も途絶え、何ら遺構らしきものを検出できなかっ

た。したがって、築地南北線は流路の南側に及ぶとは考えられず、すくなくとも確認した南端

よりさらに南側2～3mの地点にコーナー部分が当るものと推定された。なおこのコーナー部

分から東へ走る遺構については、調査地区が後世の建物掘形により撹乱を受けていたために、

明瞭な遺構を確認することが出来なかった。

今回確認した築地線と、従来の推定とを机上で重ねると、従来の推定線よりさらに西に約22

mのところにあたり、山側を走ることになる。また主軸方位では、今回がS－21LEで従来の

推定より東へ2～3度ふれていることが明らかになった。

したがって伽藍中枢部の各建物間の位置関係からの対比はできないが、寺域そのものがさら

に西側に広がっていった可能性も考えられる。

また、築地確認面よりさらに3～6m高い位置にあるI区や、本遺跡に隣接した興善寺志水

遺跡においても、同種の瓦や土器等がかなりの量出土している。両地区とも寺域外にあり、こ
(註4）

れらの瓦は人為的に運ばないかぎり、自然的要因により移動することはとうてい考えられない

位置関係にある。これらの問題をも含めて、寺域の確定には、さらに解決されなければならな

い問題が残されている。

註1．この地域における近年の古墳調査例として、以下のものがある。

○村井真輝、丸山武水「境古墳群．境遺跡」熊本県文化財調査報告第42集、熊本県教育委員会1980

○松村道博．村井真輝．勢田広行他「清水古墳群・野寺遺跡・林源衛門墓」熊本県文化財調査報告第41

集熊本県教育委員会1980

○桑原憲章．勢田広行．広瀬正照「玉泉寺古墳群」熊本県文化財調査報告第44集熊本県教育委員会

1980

註2．村井真輝．丸山武水「境古墳群．境遺跡」熊本県文化財調査報告第42集熊本県教育委員会1980

註3．松本雅昭「興善寺廃寺調査報告」『熊本県の文化財』熊本県文化財調査報告第1集熊本県教育

委員会1961

註4．江本直「興善寺志水遺跡」『興善寺11』熊本県文化財調査報告第45集熊本県教育委員会1980

（3）出土遺物における二・三の問題

今回出土した遺物の中に、とうてい使用に耐えないほど、焼きひずみのある須恵器や瓦が認

められた。その量は少なくない。こうした状態は本遺跡に南側の興善寺志水遺跡の出土遺物、

特に須恵器の中に多く認められる。「使用に耐えない」と考えた須恵器や瓦についての判定に
（註1）

ついては、当然異論があるものと思われる。しかし、通常の生活遺跡の出土遺物の中には、例

外的に混入することはあっても、両遺跡の出土量から見た場合には、「例外的現象」として片
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付けられない問題であり、興善寺を背景とした生産機構、すなわち窯跡の存在を想定せざるを

えないのである。

興善寺跡に最も近い瓦窯祉は、八代郡宮原町平原瓦窯祉であり、従来両者の需給関係を考え

る見解が出されたこともあったが、本遺跡と同様に九州縦貫道建設に伴う平原瓦窯祉の調査成

果によっても、両遺跡出土の瓦を結びつける要因はほとんど見当たらない。むしろ現状では、
(註2）

両者の需給関係は存在しなかったと見るべきであろう。

また須恵器生産窯祉としては、八代市敷川内町丸山窯吐が最も近い位置にあるが、その操業
（註3）

年代は7世紀後半と考えられ、本遺跡出土の須恵器より先行するものである。最近の調査所見
（註4）

では、松橋町大狭尾窯祉群出土の須恵器と、本遺跡出土の須恵器の一部に､手法上極めて特徴
（註5）（註6）

的な共通'性を有するものが認められ、両者に需給関係が存在したことが明らかにされつつある。

これらの須恵器の年代は8世紀後半代に位置付けられる。

以上のようなことから、興善寺吐とその生産遺跡に関して列記すれば次のようなものと思わ

れる。①興善寺を背景として窯祉が存在した可能性があること。②窯祉は須恵窯・瓦窯の両者

の存在が想定される。焼きひずみのある瓦は、すべて格子タタキ文瓦に限られ、同じような須

恵器との年代がほぼ一致していることから、その操業期間は限られていた可能性が強い。また、

須恵窯と瓦窯とが併設されていたのか、あるいはいわゆる瓦陶兼業的な'性格のものであったか

については、今後の課題となるだろう。③興善寺に伴う須恵窯の存在と、須恵器の中には、大

狭尾窯吐群において生産されたものが含まれている点などを考慮すれば、複数の生産祉との需

給関係が想定される。

また「衆」という文字が刻まれた須恵質土器と、「寺」と刻まれた土師坪が出土した。両者

の年代は、いずれも9世紀前半代に位置付けられる。「索」は「衆」であり、「衆」の俗字で

ある。古代にあっては「衆」あるいは「大衆」は、僧侶の総称として使用されたが、また一方

で、寺院の中枢機構に伴い、厨房や窯屋さらに倉庫や雑舎が付属設備として設けられていた。

こうした施設の中に、日常生活の全般をまかなう機関として、食堂および大衆院が設置されて

いた。「衆」と刻まれた土器は妻形土器の胴部破片であり、必ずしも「衆」の一宇のみに終ら

ない可能'性があることを前提とすれば、「衆」は「衆」・「大衆」・「大衆院」のいずれかに相当

するものであろう。

「寺」については、昭和30年の調査において丸瓦凸面に、やはり「寺」と刻まれたものが出

土しているので、2例目となる。「寺」はすなわち興善寺を指すものである。

こうした文字ある土器の中でもへうで刻まれたものは、生産段階で刻まれるものであり、墨

書土器の場合とはやや'性格がことなっている。いわば供給者を区別するための一種の記号とみ

なされる。したがって、「衆」・「寺」の両者も、供給者を刻んだものであり、「寺」は寺院の中

枢機構、「衆」は寺院に付属した機関あるいは特定の施設を記したものと考えられる。
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註1．江本直他、「興善寺志水遺跡｣、『興善寺Ⅱ』所収、熊本県文化財調査報告第45集、熊本県教育委員会

1980

註2．島津義照他、「平原瓦窯祉」熊本県文化財報告第40集1980

註3．松本健郎「生産遺跡基本調査報告11」熊本県文化財調査報告第48集1980

註4．註3に同じ

註5．註3に同じ

註6．特に須恵器高台付坪、および鉢形土器に顕著に認められる。高台は坪では、高台を貼り付けた後、端

部外面を強くナデられる。この種の高台付坪については、第59図119～126および第65図64～66がこれに

相当する。

（4）軒丸瓦製作技法

今回出土した各種の軒丸瓦について、製作技法の観察を行った結果、その手順の上において、

著しく異なるものがあることが明らかとなった。本遺跡におけるそうした軒丸瓦の製作技法を

技法I～Ⅲと呼ぶことにした。

技法I

鬼面文軒丸瓦に認められる他、単弁8葉蓮花文軒丸瓦もその可能性が強い。いわゆる「一本

造り」によるものである。その製作手順は次のとおりである。（第72図）

1．瓦当箔にうすく粘土をつめて文様を抽出する。さらに瓦当内区に相当する厚い粘土塊を

のせて圧着し、箔にあわせて余分な粘土を取り除く。

2．あらかじめ作っておいた生乾きの粘土円筒（未分割の丸瓦）を瓦当裏面よりはめこむ。

3．円筒の下部をタタキ板でたたいて、円筒と瓦当部を接合するとともに、内面に支持土を
（註1）

加えて、両者の接合をさらに強める。
（註2）

4．円筒を上部（狭端部）より半裁し、瓦当裏面の手前で裏面に平行に切り取る。接合部に
（註3）

粘土を加えて、指先等で裏面を調整する。
（註4）

5．箔から取りはずして、瓦当周縁部の内面すなわち円筒と瓦当内面の接合面を指先等でナ

デて接合をさらに強める。また瓦当周縁部をへう等の工具でケズって面を整え、「V」字状

ないし「U｣-および「U」字状の溝を刻んで軒丸瓦を完成する。
（註5）

以上の手順は、各個体ごとにわずかに異なる場合があるが、基本的には1～5の順序によっ

て製作されている。前述したように、出土例としては、鬼面文軒丸瓦はすべてこの方式がとら

れている。他に単弁8葉蓮花文軒丸瓦はいずれも小破片であるが、同じ方法が取られた可能性

が強い。

技法II

複弁8葉文軒丸瓦に認められる手法である。この場合、技法Iによる軒丸瓦と同様に、瓦当

裏面の周縁部が高く残され、技法Iからの形態上の模倣が認められ、いわば「擬似一本造り」
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とも呼べるものである。その手順は次のとおりである。

1．瓦当箔の周縁部に当る凹みに粘土をつめる。この場合粘土紐を用いたものと,思われる。

さらにうすい粘土をつめ文様を抽出し、その上に粘土塊をのせる。

2．裏面に丸瓦を差し込むための溝をつくる。
（註6）

3．あらかじめ半裁した丸瓦を差し込む。この場合、丸瓦の先端は、文様抽出のためのうす

い粘土帯の面で止まっている場合が多い。

4．瓦当の内外面に支持土を加えて、接合を強める。さらに裏面の中央部の粘土をえぐり取

る。これは瓦当部を軽くすることにより、瓦当部と丸瓦の離脱を防ぐための効果をねらった

ものと,思われる。
（註7）

5．箔から取りはずす。

技法III

単弁6葉軒丸瓦に認められる手法である。本来は技法11範晴に入るものであるが、手順の上

で若干異なる部分があり、あえてIII類とした。その手順は次のとおりである。

1．瓦当箔にうすい粘土をつめて文様を抽出する。その上に一気に箔いつぱいに相当する粘

土塊をのせる。

2．裏面に丸瓦を差し込むための溝を掘る。

3．あらかじめ半裁した丸瓦を差し込む。

4．内外面に支持土を加えて接合を強める。
（註8）

5．箔から取りはずす。

以上の各手順である。

第74図軒丸瓦製作技

法模式図（技法Ⅲ）

註1．ここで使用されるタタキ板はすべて格子目文のものに限られ、他の平行タタ

キ、細目タタキのものは認められない。

註2．本来の手順からすれば、瓦部の切り取り後にした方が、裏面が直視でき、

作業も容易である。出土例のうち軒丸10では丸瓦部を切り取る前段階に支持土を

加えて瓦当裏面を調整していることが確かめられた。

註3．この場合、裏面のかなり手前で切り取るために、裏面周縁部が高く残り、こ註3．この場合、袈回のかなり手前で切り取るために、曇面周縁部が高く残り、この種の瓦の大きな特色とな

っている。また軒丸10では半裁の「目安」となる分割線が円筒部に残り、さらに瓦当周縁部におよんでいる。

註4．瓦当離面の接合部の補強・調整は、2段階でも行われるが、ここでは仕上げのための調整に主眼を置いた

ものであろう。なお出土例のうち軒丸19では、離面周縁端部をタタキ板で調整している。

註5．溝巾は一定せず、かなり粗雑に刻んだものが多く、瓦を静止状態で、へラ状の工具で使用したものと思わ

れる。
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興善 寺 馬場遺跡
一熊本県八代市興善寺町所左興善寺馬場遺跡の調査一一

熊本県文化財調査報告第45集

熊本県教育委員会1980年3月

付論熊本県興善寺馬場遺跡出土の中世人骨
長崎大学医学部解剖学第二教室

松下孝幸

はじめに

熊本県八代郡興善寺町にある馬場遺跡の土拡から、人骨が合計3体出土した。

この出土人骨は別項で述べられているように、孝古学的所見より、いずれも中世に属するも

のである。

人骨の保存状態は比較的良い方で、体数は少ないが、中世人骨の貴重な資料となるものと考

えられるので、計測や観察を行なった。その結果を報告したい。

資料

1号人骨

保存状態は比較的良く、頭蓋は前頭骨、後頭骨および側頭骨の残りが良い。しかし頭頂骨は

これらに比べると欠損が多い。顔面頭蓋は破損しており、右頬骨を完全に欠いているほか上顎

骨の一部も欠損している。

四肢骨は比較的骨質がしっかりしており、保存も良く、上肢骨については、鎖骨の中部が左

右共残存しており、上腕骨では左右共骨体近位部を欠いている他はほぼ残っていた。焼骨は左

側が、尺骨は左右共遺残していた。下肢骨については、大腿骨と雁骨が左右共保存状態が比

較的良好である。膝蓋骨は左が完全であるが、右は全く欠けており、緋骨は左右共骨体の一部

力機っていたにすぎない。また寛骨については左側のみが残っていた。

その他、手根骨、中手骨および指骨の一部が残存していたが、椎骨は全く残っていなかった〔

‘性別、年齢は下記の所見より熟年女'性骨と推定される。

2号人骨

骨質はしっかりしているが、残存量は1号人骨よりやや劣っている。

頭蓋は脳頭蓋の後半分が良く残っているが、顔面頭蓋は前頭骨の左右の眼嵩部が残存してい

るだけである。また下顎骨は下顎体と左の下顎枝が残っているが、右下顎体は歯槽部を欠いて
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いる。

四肢骨のうち、上肢骨は右肩甲骨の関節嵩と左側の肩甲鯨が、鎖骨は右側のみが残存してい

た。上腕骨は右側の保存が良く、部分的には欠損はあるものの、ほぼ完全である。しかし左側

は遠位半のみしか残存していなかった。また榛骨は骨体の一部が、尺骨は遠位端を欠く以外の

大部分が残っていた。

下肢骨は、寛骨の腸骨体と坐骨体が両側共残っていたが、左側の方が比較的保存が良い。大

腿骨は左側力撞位端を欠いている他は良く残っていたが、右側は骨体のみ残存していた。胆骨

は左側は骨体が、右側はごく一部が残存するだけである。

その他、足根骨、手根骨の一部が残存していた。

性別、年齢については下記の所見より、熟年男性骨と推定される。

3号人骨

頭蓋の保存状態は3体のなかで最も良い。脳頭蓋は右側頭骨の一部と左頭頂骨の一部が欠損

している他は良く残っていた。しかし、顔面頭蓋の遺存状態は悪くて、前頭骨と鼻骨および上

顎骨の一部が残っていたにすぎない。また下顎骨は下顎体の左半分と左の筋突起が残存してい

た。

四肢骨の残りは3体のなかでは最も悪く、上肢骨は、肩甲骨については左の関節嵩と右の肩

甲練が、上腕骨は左の骨体が残っているだけで、下肢骨は左大腿骨の骨体と右大腿骨の骨体の

一部および睡骨と緋骨のそれぞれ骨体の一部が残存していた。

‘性別、年齢については、下記の所見より、壮年女性骨と推定される。

所 見
1号人骨

（1）頭蓋

1．脳頭蓋

後頭骨と側頭骨とが比較的保存が良い。後頭骨の外後頭隆起の発達はあまり強くない。また

側頭骨は左右共錐体が残存していたが、乳様突起は小さい。

2．顔面頭蓋

前頭骨の保存が良く、眉上弓の隆起はあまり強いものではなく、前頭鱗の膨隆も豊かである。

上顎骨は歯槽突起の部分力鞭損しており、明確ではないが、弱い突顎がうかがえる。顔面の計

測は最少前頭幅のみしか行なえず、その計測値は101mである。

3．下顎骨

下顎体は左右が非対称で、左側の骨体に著明な変形が認められる。オトガイ隆起の左側に異

常な骨隆起が存在し、左側骨体に骨萎縮が認められ、歯槽部の高さが左右で著しく異なり、左

側の残存歯は浮き上がっている。また顎舌骨筋線の発達は左側の方が良好である。
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4．歯

上顎骨の歯槽突起ならびに下顎骨の歯槽部が残存していたので、歯も比較的良く保存されて

いた。下顎体の左側に変形が認められ、左側は中切歯から第1臼歯まで欠除しているので、右

側の中切歯から犬歯の3歯が大きく左側へ傾斜している。

歯式は次の通りである。

”⑭⑭⑭F

（≦鳶雛損’鶴懲み残存）
唆合型式については、上顎の切歯群の保存が悪く、明らかにはできない｡しかし、歯によって岐

耗度が異なることや下顎の項でも記したように、左側の下顎体に異常が認められることから、

岐合型式にも異常があったものと考えられる。

唆耗度は小臼歯と犬歯はBrocaの2度、それ以外の歯は3度である。

（2）四肢骨

1）上肢骨

1．鎖骨

両側共中間部の一部のみが残存しているが、細くてきやしゃである。

2．上腕骨

左右共に近位部を欠損しているが、保存は比較的良好で、骨質もしっかりしている。径は大

きくなくて、やや細く、三角筋粗面の発達も悪い。

計測値は推定中央位での径は、最大径が(19m、右)、（20m、左)､最小径が（14m､右)、

（16m､左）で骨体断面示数は（73.68,右)、（80.00,左）となり、右側の方がやや屍平で

ある。また骨体最小周は54m(右)､56m(左)､で、中央周は（58,,右)、（59mm､左）でやや

細い。

3．桟骨

左側のみが残存しており、遠位部を欠いているが、その他の部分は良く残っていた。諸径は

小さく、細い。

4． 尺骨

両側共遠位端を欠失しているが、その他の保存は良好である。諸径は小さくて細く、尺骨粗

面の発達も悪い。

2）下肢骨

1．寛骨

左側の坐骨体と腸骨体が残存しており、諸径は大きくない。大坐骨切痕が残っており、その
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角度は大きい。

2．大腿骨

左右共骨体が残っており、その径はやや小さく、粗線の発達も余り良くないが、骨体上部に

は弱い屍平‘性が認められる。

計測値は推定中央位での矢状径が（26nIn、右)、（25m、左)､横径が（2伽､，左右)､中央周が

（82m、右)、（78mm，左）で、中央断面示数は（100.00,右)、（96.15,左）となり、柱状形

成の像も認められない。また左側の上骨体断面示数は77.78となり、弱い扇平性がうかがえる。

3．鯉骨

左右共に両端を欠損しており、骨体のみが残存していた。両側共諸径は大きいものではない

カミ下図の様に特異的な形をしている。前縁は両側共強いS状に響曲しており、また共に後面

には一稜を形成しているが、その程度は左側の方がはなはだしく、外側面が骨間縁へかけてや

や陥没しており、縄文人のなかにもこの様に一稜形成力署しいものはまれである。ヒラメ筋線

の発達は著しく弱いが、骨体は屍平で、特に左側の方が著しい。

に磯骨I
左 右

計測値は推定中央位での最大径が（27,1,,右)、（29m､左)､横径が(20m､右)、（19mm､左）

で、中央周は（74m、右)、（77m、左）で、中央断面示数は（74.07,右)、（65.52、左）と

なり、左側には特に強い屍平‘性が認められる。また中央断面型は両側共へリチカのⅣ型を呈し

ているが、前述したように左側の方が後面の稜形成が顕著である。

4．緋骨

両側共骨体の一部が残存しているにすぎないが、その大きさは大きいものではなく、また溝

形成も強いものではない。

′性別については、寛骨の大坐骨切痕の角度が大きいことや前頭骨が豊かに膨隆していること

から女'性と考えられ、年齢については歯の岐耗度より熟年と推定される。

2号人骨

(1)頭蓋

1．脳頭蓋

骨質はしっかりしているが、厚くはない。脳頭蓋の後半分が残存しているだけなので、計測
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は不可能であるが、径は大きい傾向がうかがえる。また乳様突起は大きく、外後頭隆起の発達

も良好である。

2．顔面頭蓋

前頭骨の眼嵩部が残っているが、眉間の膨隆も強く、眉上弓も強く隆起している。

3．下顎骨

下顎体と左下顎枝が存在しており、下顎体は高くて厚く、また大きい。オトガイ隆起の発達

も良く、左下顎枝の後方への傾斜は大きい。

4．歯

下顎左歯槽部と遊離歯とが残っていたが、それを歯式で示すと次の通りである。

,，PっO⑭凶

（;鰯・遊離歯）
岐耗度はBrocaの3度である。

(2)四肢骨

1）上肢骨

1．肩甲骨

右側は関節嵩が残っており、その大きさは大きい。また肩甲練もよく発達しており大きい。

2．鎖骨

右中部が残存しているが、あまり太くなく、やや長い傾向が認められる。

3．上腕骨

右側はほぼ完全である。細長く、三角筋粗面の発達は良い方ではない。

計測値は、最大長が314mm（右）でやや長く、中央最大径は22mm(右)、（23mm､左)､中央最

小径は17in、（右)、（17mm、左)､で、骨体断面示数は77.27（右)、（73.91左)、となり屍平性が

認められる。中央周は64m(右)、（64m､左)､最小周は61m（右)､59mm(左）で、長厚示数は

19.43（右）となり、細長い傾向が認められる。

また左側には滑車上孔が認められる。

次いで同じ九州出土の中世人骨のうち、上腕骨の計測が可能であった立石人との比較を行な

った。計測ができた男‘性上腕骨は1体で、その右最大長は282nmを示し、馬場2号人骨の方が

長い。中央最大径は立石人1号の21m（右）と大差ないが、中央最小径は立石1号人の1＆nm

（右）よりは大きく、従って骨体断面示数は立石1号人の71.43よりも大きくなり、肩平性は

立石1号人よりは弱い。また最小周は立石人の58mm（右）より大きいが、長径が長いので長厚

示数は立石1号人骨の20.57よりは小さい示数値である。
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4．榛骨

左側の近位半分が残っており、やや大きく、榛骨粗面や骨間縁は良く発達しているが、骨体

は扇平ではない。

5．尺骨

両側共遠位端を欠いているが、その他は保存が良い。大きくて、尺骨粗面や骨間縁の発達は

良好である。

2）下肢骨

1．寛骨

保存状態は良くなく、左側の寛骨臼と大坐骨切痕が残っているだけである。大坐骨切痕は下

後腸骨疎が欠損しているので、切痕の形態を明らかにすることはできない。

2．大腿骨

左側の保存が良く、右側は保存不良である。骨質はあまり厚くなく、また骨体も大きいもの

ではないが、骨頭は大きい。粗線の発達もあまり良い方ではないが、骨体上部は屍平である。

計測値は推定中央位での矢状径が（24m､右)、（25m､左)､横径が（27m､右)、（29mIn､左）

で左右共に横径が矢状径よりも大きい。従って中央断面示数は（88.89、右)、（86.21、左）

となり、柱状形成の像は全く認められず、断面形は横広の楕円形を呈している。また上骨体断

面示数は71.88となり、骨体上部には屍平性が認められる。

3．腿骨

左側骨体が残存しているが、諸径はあまり大きくないし、ヒラメ筋線の発達も良くない。

計測値は、推定中央位での最大径が（28mm)､横径が（22m）で、中央断面示数は（78.57）

となり、届平性は認められない。中央周は（78m､最小周は67inInでやや細い。また中央断面形

はヘリチカのⅡ型である。

(3)推定身長値

右上腕骨最大長からPearsonの公式を用いて身長値を算出すると、161.51cmとなる。また

藤井の式を用いて算出すると160.85cmとなる。

次いで立石1号人の上腕骨からの推定身長値と比較してみると、馬場2号人は立石1号の推

定身長値152.25cm（Pearson)、148.42cm（藤井）よりも高く、また尾窪中世人と鎌倉材木座

中世人の大腿骨最大長からの推定身長値のそれぞれ158.44cm（5例)､159.72cm（右）よりもや

や高い値である。

性別については、外後頭隆起や乳様突起の発達が良いことや、四肢骨がやや大きいことから

男性と考えられ、年齢については、歯の唆耗度から熟年と推定される。

3号人骨

(1)頭蓋

150



1．脳頭蓋

側頭骨の一部と左頭頂骨の一部とを欠いている他は保存状態は良好で、3体の中では頭型を

知り得る唯一の資料である。前頭骨の眉間の部分力聯損しているので、復元して計測してみる

と、頭骨最大長が（189m)、頭骨最大幅は133mなので、頭骨長幅示数は（70.37）とな

り、頭型は長頭（dolichokran）に属しており、中世人の特徴の一つを示している。縫合は

内板は癒着しているが、外板には癒合がみられない。

次いで頭骨長幅示数を他の中世人と比較してみると、尾窪中世人の72.85（女性、4例)､立

石中世人の74.2(女性､57例）よりやや小さい示数値である。

2．顔面頭蓋

顔面頭蓋の保存は悪く、前頭骨の他、鼻骨と上顎骨の一部が残存するのみである。前頭骨の

膨隆は豊かで眉上弓の隆起は弱い。鼻骨は幅広く屍平で、鼻根部の陥凹がみられる。上顎骨は

破損がひどくて計測はできないが、強い歯槽性の突顎が認められる。

3．下顎骨

下顎体の左半分が残っているだけであるが、下顎体はあまり高くない。

4．歯

歯は遊離歯を含めて14本が残っており、歯式で示すと次のとおりである。

○⑭○○M2⑦

｜蕊瀧:*2鰯"1
がBrocaの2度でその他は1度である。

「P~iがないので「ご~が小臼歯側へ捻転していたようである。 岐耗度は、「i~畠、但皿1

(2)四肢骨

1）上肢骨

1．上腕骨

左側の骨体が残っており、その諸径は大きくなく、三角筋粗面の発達も著明ではないが、骨

体の前後径が大きく前縁の発達が非常に良い。従って断面形は高径の高い三角形を呈している。

計測値は推定中央位での最大径が（22”､最小径が（15mm）で、骨体断面示数は（68.18）

となり強い扇平性が認められる。また骨体最小周は58m、中央周は（62m）である。

2）下肢骨

1．大腿骨

左骨体の内側半が残っていたが、径は小さく、粗線の発達は悪い。計測は不可能であるが、
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骨体は矢状径よりも横径が大きく、断面形は横広の楕円形である。

2 ．腿骨

骨体の一部だけが残っているにすぎない。径は非常に小さい。

3．緋骨

骨体の一部が残っているが、諸径が小さく、稜の発達も良くない。

性別については、前頭骨力鴨隆していることや眉上弓の隆起が弱いこと、および四肢骨が小

さいことから女性と考えられ、年令は歯の咳耗度から壮年と推定される。

総 括

馬場遺跡の中世土拡より比較的保存の良い3体の人骨が出土したので、観察および計測を行

なった。その結果を要約すると次の通りである。

1．出土人骨3体のうち、男性が1体で残りの2体は女性であり、年齢は熟年が2体で壮年

が1体である。

2．頭型を知り得たのは1体だけであるが、その頭骨長幅示数は（70.37）となり、長頭型

に属している。

3．男性（2号人骨）の上腕骨最大長は314m（右）で長くて細く、三角筋粗面の発達は良

くないが、やや肩平である。

4．大腿骨は男女共に諸径が大きくなく、粗線の発達も悪くて骨体は矢状径よりも横径の方

がやや大きく、柱状形成の像はみられないが、骨体上部には肩平性がうかがえる。

5．腰骨は男女共あまり大きいものではなく、ヒラメ筋線の発達は悪い。

6．1号人骨の睡骨は特異的で、前縁が強く替曲し、後面には一稜が形成されており、左側

の稜は鋭く突出している。

7．男性の右上腕骨最大長からPearsonの式および藤井の式を用いて推定身長置を算出す

るとそれぞれ、161.51cm、160.85cmであった。

8．中世人に関しては鈴木（1956）が鎌倉材木座出土の人骨について報告し、日本人の形質

変化について考察を行ない、中世人の特徴を明らかにしている。その特徴は、長頭、低顔、突

顎の三つに要約できる。九州でも熊本県の尾窪、塚原、杉谷、大分県の立石で中世人骨が出土

し、これらの詳細な研究を行なった内藤は長頭、低顔、突顎の三つの特徴は九州の中世人骨に

も認められることを明らかにしている。この馬場中世人骨は顔面の計測はできなかったが長頭

と突顎の傾向を認めることができ、中世人の特徴を強く表わしている。また身長については、

男性はやや高身である。

（欄筆するにあたり、本研究の機会を与えていただいた熊本県教育庁文化課、ならびにご指導

いただいた内藤芳篤教授に感謝致します』
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